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はじめに

第二阪奈有料自動車道路は、大阪都心部と奈良県北部を最短距離で結ぶとともに関西国際空

港や関西文化学術研究都市へのアクセス道路として計画されました。

この新道路の建設予定地内には、全国的にも著名な鬼虎川遺跡・西ノ辻遺跡・神並遺跡が所

在しております。財団法人東大阪市文化財協会では、建設予定内において失われる埋蔵文化財

を記録保存するため、昭和63年度から継続して発掘調査を実施してまいりました。今回の西ノ

辻遺跡第30次調査では、中世および弥生時代の集落跡や同期の遺物を多量に検出し、貴重な成

果を畢げることができました。本書が東大阪市の歴史を解明してゆく上での一助となれば幸い

です。

最後に、現地調査および資料整理にあたり、ご尽力いただいた大阪府道路公社をはじめとす

る関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成 7年3月

財団法人 東大阪市文化財協会



例 言
1. 本書は、平成2年度に実施した、第2阪奈有料道路建設工事に伴う西ノ辻遺跡第30次発調

査の報告書である。

2. 発掘調査ならびに資料整理は、財団法人文化財協会が大阪府道路公社の委託をうけて実

施した。

3. 現地調査は、平成2年 6月13日から平成2年10月31日まで、資料整理を平成5年 4月 1日から

平成7年 3月31日まで実施した。

4. 調査・整理は以下の事務局体制のもとに進めた。（平成 6年 7月末日現在）
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5.本書は、中西が I~IV・ VIの執筆・編集、 Vをパリノサーヴェイ株式会社が執筆した。
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遺構写真は、中西が撮影した。また遺物写真は、 スタジオG.Fプロに委託して撮影した。

人骨については、現地において大阪市立大学医学部解剖学第2講座、多賀谷昭氏に鑑定して

いただいた。
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遺構平面図は、航空写真測量によっており、関西航測株式会社に委託した。

現地の土色および土器・土製品の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財

団法人色彩研究所監修の『新版標準土色帖』に準拠した。

10. 現地調査の実施にあたっては、大阪府道路公社、第2阪奈有料道路作業所（第l工区）、安

西工業株式会社の方々にご協力いただいた。記して御礼申し上げます。
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2. 中世から古墳時代遺構検出状況（調査区東寄り部分）

図版 5 遺構 l．井戸 1東西断面

2. 井戸 1検出状況

図版 6 遺構 l．井戸 4遺物出土状況

2. 井戸 5東西断面

図版7 遺構 1. 井戸 5立割り状況（南東方向）

2. 井戸 2立割り状況（東西方向）



図版 8 遺構 1. 溝 13検出状況（南より）

2. 土壊 1検出状況（南より）

図版 9 遺構 l．土塙墓 1.井戸 6.井戸 7検出状況（南より）

2. 土壊墓 1人骨出土状況

図版10 遺構 1. 土壌墓 1人骨出土状況

2. 土壕墓 1人骨出土状況

回版11 遺構 1. Pit61根石検出状況

2. Pit26根石検出状況

図版12 遺構 I. Pitl69根石検出状況

2. Pit169立割り状況

図版13 遺構 1. 弥生時代遺構検出状況（西より）

2. 溝20・溝21検出状況（南より）

図版14 遺構 1. 溝20・溝21検出状況（南より）

2. 溝21検出状況（南より）

図版15 遺構 1. 溝20検出状況（南より）

2. 溝20東西断面

図版16 遺構 1. 落込み 1検出状況（南より）

2. 落込み 1土器出土状況

図版17 遺構 1. 落込み 1土器出土状況

2. 土壊17土器出土状況

図版18 遺物井戸 1出土遺物

図版19 遺物 井戸 1出土遺物

図版20 遺物井戸 1出土遺物

図版21 遺物井戸 2出土遺物

図版22 遺物 井戸 3.井戸 6.井戸 7.土壊墓 1出土遺物

図版23 遺物 井戸 5.井戸 7.土壕 1出土遺物

図版24 遺物 溝 1・溝 6・溝13出土遺物

図版25 遺物 Pit49 ・ Pit51 ・ Pit72 ・ Pit83 ・ Pitl25出土遺物

図版26 遺物 溝20・溝21・落込み 1出土遺物

図版27 遺物 落込み 1・土壊17出土遺物

図版28 遺物 近世溝•第 9 層出土遺物

図版29 遺物 樹種顕微鏡写真

図版30 遺物 樹種顕微鏡写真



I 調査に至る経過

近年、大阪府や奈良県北部地域の開発に伴い自動車交通量の増加が著しい。大阪府道路公社

と奈良県道路公社は、大阪都心部と奈良県北部地域を短時間で結ぶとともに、阪神高速道路や

近畿自動車道と連絡し、広域的な道路網を形成するために、国道308号線のバイパスとして、東

大阪市西石切町を起点とし、奈良市宝来町を終点とする 13.4kmの第二阪奈有料自動車道路の

建設を計画した。この計画では、有料自動車道路のうち、大阪外環状線以東の部分が、近畿日

本鉄道東大阪線とほぼ平行し、鬼虎川遺跡・西ノ辻遺跡・神並遺跡のなかを束西に横断してい

る。これらの3遺跡では、これまでの発掘調査によって、縄文時代から室町時代の遺構・遺物の

存在することが十分に予想された。このため東大阪市教育委員会は、道路建設工事に先立って

発掘調査を必要とする見解を大阪府道路公社に提示した。その後、大阪府道路公社と東大阪市

教育委員会文化財課で協議を重ねた結果、道路建設予定地内の埋蔵文化財の発掘調査を順次実

施することになった。

発掘調査は、大阪府道路公社からの委託をうけた、財団法人東大阪市文化財協会が昭和63年

度に神並遺跡第13次発掘調査、平成元年度に西ノ辻遺跡第27次発掘調査、鬼虎川遺跡第32次発

掘調査、平成2年度に鬼虎川遺跡第32次発掘調査、西ノ辻遺跡第30次発掘調査、西ノ辻遺跡第32

次発掘調査、神並遺跡第14次発掘調査、平成3年度に鬼虎川遺跡第33次発掘調査、西ノ辻遺跡第

32次発掘調査、神並遺跡第14次発掘調査、平成4年度に鬼虎川遺跡第33次発掘調査、西ノ辻遺跡

第33次・ 35次発掘調査、神並遺跡第14次発掘調査を実施している。

II 位置と環境

西ノ辻遺跡は生駒山西麓部、標高7~20mの扇状地上に立地し、行政区分では、東大阪市東山

町・弥生町・西石切町3丁目にかけて所在する。

西ノ辻遺跡第30次発掘調査地点は、本遺跡の推定範囲に西端部分、鬼虎川遺跡と接する地点

にあたる標高約7m付近である。地籍では東大阪市西石切町3丁目地内にあたる。

西ノ辻遺跡は、昭和16年に発見されて以来京都大学や大阪府教育委員会、東大阪市遺跡保護

調査会•財団法人束大阪市文化財協会などによって発掘調査がおこなわれてきている。このう

ち、昭和16年・ 17年の京都大学小林行雄氏のA~N地点の調査では、各地点で様式のことなる

弥生時代中期から後期の土器が出土し、これをもとに弥生時代中期から後期の土器編年を組ん

でいる。このことが西ノ辻遺跡を学史上著名なものにしている。以後の発掘調査の概要は、第1

表を参照していただきたい。

本遺跡の周辺には、旧石器時代から室町時代にいたる多くの遺跡が分布している。

旧石器時代の遺跡には、ナイフ形石器が採集されている千手寺山遺跡・正興寺山遺跡がある。

縄文時代の遺跡は、早期の神並遺跡・前期の海岸線の一部を確認している鬼虎川遺跡・後期か

ら晩期の日下遺跡や鬼塚遺跡・芝ケ丘遺跡などが分布している。弥生時代の遺跡は、本遺跡の

ほか神並遺跡・鬼虎川遺跡・植附遺跡・芝ケ丘遺跡・鬼塚遺跡など多くの遺跡がある。古墳時
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第1図 西ノ辻遺跡周辺の遺跡分布図
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第1表 西ノ辻遺跡の調査一覧表
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代には、神並遺跡・鬼虎川遺跡・植附遺跡などで集落跡を検出しているほか、後期の神並古墳

群も分布している。歴史時代には、法通寺・河内寺などの寺院のほか、鬼虎川遺跡・神並遺

跡・植附遺跡などで集落跡を検出している。

III 調査の方法

発掘調査は、道路建設予定地内のうちの東西約85m、南北約8.4mの710面を対象とした。調

査区内のうち、現道路と平行する調査区南壁および東西壁側は、鋼矢板を打設して調査をすす

めた。調査の手順は当初、現道路の盛士・耕土・床土さらに埋設管付設部分を機械によって掘

削し、以下の層位を人力によって掘削した。次に各堆積層の上面で遺構検出をおこない、遺構

の確認できた場合、写真撮影と実測図を作成した。調査区内の測量は、既述したように周辺の

発掘調査で検出されている遺構との整合性をはかるため、国家座標を移設し、これに沿った基

---- J --こニデ――-ニ― ----＿-

第2図調査地点位置図

I 
46710 

v--32810 v--32790 v--32770 v--32750 
Y--32800 I I Y--32780 、 ,v.--32760 ,, Y.--32740 

146720 
I 

゜
20 40m 

第3図 調査地区の基準ライン設定図
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準ラインを設定した。調査地区内は、原則として基準ラインによって囲まれる5m区画に分割し

た。なお、遺構図は、このラインを基準に作成している。調査地区内の堆積士層観察用のアゼ

は、基準ラインに沿って20m間隔で南北方向に3箇所設定した。そして東側から順にA地区、 B

地区、 C地区と仮称した。

西ノ辻遺跡第30次発掘調査地点の周囲は、東側が西ノ辻遺跡第 9次発掘調査区、西側が西ノ

辻遺跡第35次発掘調査区、南側が鬼虎川遺跡第18次発掘調査区・西ノ辻遺跡第7• 8次発掘調査

区、北側が鬼虎川遺跡第25次発掘調査区であり、すでに本調査地区の西側を除く部分の調査が

完了している。このため、今回の第30次発掘調壺では、これらの既調査で確認している遺構と

のつながりを明確にすることが一つの課題といえる。

IV 調査の成果

西ノ辻遺跡第30次調査地区は、後述するように既に著しく削平され、遺物包含庖がまった＜

残存していない。このため、遺構はすべて地山の上面で確認している。また、調査地区内の南

側は、束西方向に水道管や下水道管が埋設されており広範囲に撹乱されている。したがって、

検出できた遺構の多くは、調査区の北寄り部分に分布している。しかし、調査区南寄り部分か

らも井戸・溝などの深く掘り込まれた遺構を検出していることや本調査区の南側で既に実施し

ている鬼虎川遺跡第18次調査・西ノ辻遺跡第7• 8次調査区で多くの遺構を確認していることか

ら、本来は、調査区南寄り部分にも北寄り部分同様に多数の遺構が存在していたものと推定で

きる。調査区西端部分は、近代以降の段によって大きく削り取られているため、遺構をまった

く確認することができなかった。

検出できた遺構の時期は、各遺構の重複関係や出土遺物から近世以降・室町時代から鎌倉時

代・古墳時代・弥生時代に大別できる。これらのうち室町時代以前の遺構について遺構一覧表

を作成したので各々のデータは第 6表を参照していただきたい。また、出土遺物のうち図化し

たものは遺物観察表を参照して頂きたい（第 7表）。以下では、層序の説明の後、時期毎に遺構

と出土遺物の記述をすすめてゆくことにする。

I. 層序

調査地区は、全面現道路の中央分離帯内にあたる。盛土を機械によって除去すると、調査区

西端部分を除いて地山を検出した。したがって第30次調査地区は、調査前に既に著しく削平さ

れていたものと推測できる。このため、遺物包含層は、まったく確認できなかった。

調査区の西端部分は、近代以降の土取りによって比高差約1.6mの段を形成している。段の部

分は、段を埋める整地層によって覆われ、その下部に旧耕土・旧床土層が堆積する。旧床土層

の下部は、地山層である。

2. 遺構と遺物

1)近世以降の遺構

近世の遺構は、第30次調査区の中央から束寄りで確認している南北方向の溝11条がある。溝

-5-



I Y--32820 l Y--32815 IY--32810 

w 
T.P. I ;Ji,; E 

丙て十7.0m

盛 土

T.P.+6-:o;; 

T.P.+5.0m 

り
・公＂

T. P.+5.0m 

T.P.+4.0m 

w 
T.P.+8-:0后

I Y--32815 

I Y--32805 

I 
吉＋4.0m

Y--32810 

IY--32800 

E 
吉＋8.0m

T.P.+7言

T.P．十6万『

T.P.+5.0m 

""f.P.+7.0m 

T.P.+6.0m 

吉＋5，0m

Y--32805 

I Y=-32795 

Y--32800 

I Y=-32790 

w 
T.P.+s'];;;-

名h“ 土
撹乱

E 

呑．十8.0m

T.P.+7.0m 

I Y=-32795 

JY--32785 

T.P.t7.0m 

| 1Y--32790 
Y=-32780 

w 
T.P.+s-:o;;;- 盛土 E 

百．十8.0m

T.P.+7言
T.P．十7.0m

I Y--32785 

゜
I Y=-32780 

4m 

第4図 北壁断面図（西半部）
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西ノ辻遺跡第30次調査区北壁断面土層名
第1層 盛土
第2層 IOY R4/6褐色粗～中粒砂まじりシルト 近世以降の整地層
第3層 IOY R4(2灰黄褐色粗～中粒砂まじりシルト 近世以降の整地層
第4層 2.5Y4(2暗灰黄色粗～中粒砂まじりシルト 近世以降の整地層
第5層 2.5Y3几黒褐色細～極細粒砂 近世以降の整地層
第6層 IOY4(2オリープ灰色中粒砂まじりシルト 近世以降の整地層
第7層 IOYR3几黒褐色細～シルトまじり粘土 近世以降の整地層
第8層 7.5Y3/lオリープ黒色中～極細粒砂まじりシルト 旧耕土
第9層 7.5YR7/6橙色中粒砂まじりシルト 旧床土
第10層 5Y3/Iオリープ馬色粗～細粒砂まじりシルト 段の埋土
第II層 5Y2/l黒色中～シルトまじり粘土 段の埋土
第12層 2.5G Y2/I黒色シルト～粘土段の埋土
第13層 IOY3/Iオリープ馬色シルト～粘土 段の埋土
第14庖 2.5Y5(3黄褐色中粒砂まじりシルト 石垣01
第15層 IOYR4(3にぶい黄褐色粗～中粒砂まじりシルト 石垣01
第16層 IOYR4/4褐色粗～中粒砂まじりシルト 石垣01
第17層 JOY R4(2灰黄褐色細粒砂まじりシルト～粘土 石垣01
第18層 IOYR4/l褐灰色中粒砂まじりシルト 石垣01
第19層 2.5Y4/l黄灰色シルト～粘土石垣01
第20層 2.5Y4/l黄灰色シルト 石垣01
第21層 IOYR4/l褐灰色極細粒砂～シルト 落ち込み01
第22層 IOY R5/I褐灰色中～細粒砂まじりシルト 落ち込み01
第23層 2.5Y5/l黄灰色細粒砂まじりシルト 落ち込み01
第24層 2.5Y5/I黄灰色中～細粒砂まじりシルト 落ち込み01
第25層 IOYR4/I褐灰色細粒砂まじりシルト 落ち込み01
第26層 2.5Y4(2暗灰黄色中～極細粒砂まじりシルト 井戸07
第27層 2.5Y3(2黒褐色中～極細粒砂まじりシルト 井戸07
第28層 2.5Y4/l黄灰色細～極細粒砂まじりシルト 井戸07
第29層 5Y3/lオリープ黒色大礫まじりシルト 井戸07
第30層 2.5Y4/I黄灰色中～極細粒砂まじりシルト 井戸07
第31層 2.5Y4/I黄灰色シルトまじり細粒砂～極細粒砂 井戸06
第32層 2.5Y4(2暗灰黄色中～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第33層 7.5YR2/2黒褐色中～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第34層 5YR3/l黒褐色中～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第35層 7.5YR3(2黒褐色シルトまじり細～極細粒砂井戸06
第36層 7.5Y R3(2黒褐色シルトまじり中～極細粒砂井戸06
第37層 7.5Y R2(2黒褐色シルトまじり細～極細粒砂井戸06
第38層 JOY R4/l褐灰色細～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第39層 7.5Y R2(2熱褐色中～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第40層 5Y R3(2暗赤褐色中～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第41層 2.5Y4/I黄灰色中～極細粒砂まじり粘土 井戸06
第42層 2.5Y3(3暗オリープ褐色中～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第43層 2.5Y4(2暗灰黄色中～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第44層 IOYR4/4褐色中～極細粒砂まじりシルト 井戸06
第45層 5Y4(2灰オリープ色細～極細粒砂まじりシルト 溝13
第46層 2.5Y3(2黒褐色中～極細粒砂まじりシルト 溝13
第47層 IOY R3/4暗褐色中～極細粒砂まじりシルト 溝13
第48層 IOYR3/3暗褐色中～極細粒砂まじりシルト 溝13
第49層 2.5Y3(2黒褐色中～極細粒砂まじりシルト 溝13
第50層 5Y3/lオリープ黒色シルト～粘土溝13
第51層 2.5Y2/l馬色中～極細粒砂まじりシルト 溝13
第52層 2.5Y3(2黒褐色粗～細粒砂まじりシルト 溝20
第53層 5Y3/Iオリープ黒色シルト～粘土 溝20
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第6図 近世以降の遺構実測図
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は小規模なもので、埋土からみて耕作に伴う鋤溝と推測できる。調査区中央部分にある溝の東

肩部分には馬頭大の石が一列分残存するものもある。

2)室町時代から鎌倉時代の遺構と遺物

室町時代から鎌倉時代の遺構には、調査区の西寄り部分を除く全域の地山上面から検出した

井戸·溝． Pit· 土墳•土壊墓がある。同期の遺構は、本調査で最も多く検出できた。以下では、

遺構毎に記述をすすめてゆく。

井戸

井戸は、調査区中央から東寄り部分で7基検出している。 7基のうち調査区端部分に接する3基

（井戸4・ 6 ・ 7)は、底面まで確認できなかったかったが残り4基（井戸1・ 2 ・ 3 ・ 5)は、人力および

機械掘削によって底面まで確認した。井戸底面まで確認できた4基の井戸はいずれも素掘りであ

る。井戸1・2・3・6・7は埋土内から土器類をはじめ瓦類・木製品など多種多量の遺物が出土し

ているのに対し井戸4• 5からの出土遺物は極めて少ない。なお、井戸6・ 7および土壕墓lは当初

それぞれの重複関係を確認できず、同一遺構として掘削していた。このため遺物については、 3

者が混同してしまった。しかし、その後の北壁断面の観察によって井戸6→井戸7→土壊墓1の順

に変遷することが確認できた。

室町時代から鎌倉時代の井戸は、西ノ辻遺跡の全域に散在的に分布している。このことは、

地下の状態（中世以前の埋積谷の存在や地山）によって井戸の開削地点を選択しているわけではな

く、どの地点でも井戸の掘削が可能で地下水を得ることができたことを示している。

井戸に付随すると推定される覆屋や水の汲上施設などの地上施設は、これまでのところ確認

されていない。また、屋敷地内の建物配置および井戸の配置と数などについても不明である。

西ノ辻遺跡のこれまでの調査で確認している室町時代から鎌倉時代の井戸は、井筒として曲

物を据え置いた痕跡のあるものや石組の構造のものが数例知られるのみで、そのほとんどは素

掘りである。同期の若江遺跡では、曲物・土師器釜．桶側・石組・木組・瓦積みおよびこれら

を組み合わせたものなど各種のものが知られ、これらの変遷過程も推定されているのと大きく

異なっている。

これまでの西ノ辻遺跡の発掘調査で検出されている室町時代から鎌倉時代の井戸のなかで底

面まで確認できている井戸を対象に位置・検出時の標高・底面の標高・深さについて図示して

みた。第15図は縦軸に標高、横軸に本遺跡の西端と推定される付近X= -32835を起点にほぼ近

鉄東大阪線に沿って本遺跡の東端と考えられる X=-32450付近までの約385m分とした。西ノ

辻遺跡の推定範囲のうち西端部分の現地表面の標高は約7m、東端部分で約20mを測る。同期の

井戸は、西端付近でT.P.+4.4m、東端部でT.P.+15m前後で検出されている。調査地の大部分が

既述したように削平を受けていることから井戸の検出面が当時の井戸の開削面ではない。井戸

の本来の掘削面は、この高さよりも高位置に考えるべきであろう。また、井戸の検出面は、地

山上面の場合がほとんどであることから井戸の検出面は、現在確認できる地山の上面の高さと

いうことになる。

-ll-
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1 5Y2/2オリープ黒色粗～札j;乎|II粒砂まじりシルト～粘土
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3 5Y2/1!,（＼色 シルト～粘土

4 7.5Y3/1すリープ黒色h|II粒砂まじり シルト～粘土

5 7.5Y2/2オリーブ黒色シルト～ポi'i.:l:

第13図井戸4実測図

室町時代から鎌倉時代の井戸は、現地表面に沿って東方ほど高位置で確認されている。しか

し、その確認面は西から徐々に上昇するのではなく、いくつかの変化が認められる。西から順

にみてゆくと起点から西へ35m、X=-32800付近までの検出面は、著しく低い。 X=-32800

から X=-32740付近では東へ徐々に高くなってゆく。 X=-32740からX=-32650付近では、

T.P.+8.0m ~8.4mでその上昇度合いが鈍る。そして、 X= -32650から東寄り部分で再び検出面

が上昇してゆく。このように全体として東へ向かって検出面が上昇してゆく傾向のなかで近・

現代の溜池や段がある西端部分およびX=-32740から X=-32650付近ではその検出面が著し

く低くなっている。

井戸底面のレベルは、全体として東ほど高く、西ほど低い傾向にあるが各地点毎にややひら

きがある。低位置のものを東から順に結び付けてみると、東端のX= -32430からX= -32550 

付近までは、井戸底面が徐々に下降する。 X= -32550から X=-32660付近で急激な下降を示

す。 X=-32660からX=-32760付近にかけては一旦その傾きが鈍る。そして、 X= -32760付

近から西寄りの地点では再び徐々に下降してゆく。高位置のものについては、若干位置的な差

があるものの低位置のものとほぼ同じ傾向をもつ。

これらのことからみて、西ノ辻遺跡の室町時代から鎌倉時代の井戸の東西方向の傾斜の傾向と

井戸底面の傾斜の傾向は一致していることになる。このことは、井戸のある位置が井戸自体の

深さを規定していないことをも示している。

ほぽ同一地点で検出している井戸底面を比較してみると、井戸底面のレベルには、高低差が

ある。特にX=-32750から X=-32660付近での高低差が最も著しい。このような井戸底面に

みられる高低差は、井戸の埋没時期の一時点を示す井戸内埋土の出土遺物からみた場合、時期

差を示しているとはいいがたい。地山を構成する土層の分布や東から西への傾斜角度は、近年

検討が加えられつつある。この成果と井戸底面の高低差を比較することは今後に残された課題

である。これまでの井戸の調査記録には、各地点における井戸がどの地層を掘り抜き、どの地

層まで掘削しているのかの記録が欠損している。各時期の湧水層の確認・各井戸の使用時にお

ける井戸内の水量の検討には、井戸の立ち割り断面土層図の作成を必要とすることを指摘して

おきたい。
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第 2表 西ノ辻遺跡の中世井戸計測値一覧表
資料No. 謂査次 遺構名 位置 検出面 底面レペル 深さ 長径 短径 時期

01 35次 井pOl Y =-32828 T.P.t4.42m T. P. t 2. 52m 1.9m 0. 84m 0. 78m 13軋紀後半

02 鬼虎川26次 井戸01 Y =-32806 T.P.t 5.36m T.P.t2.86m 2. 5m l. 30m l. !Om 南北l,ilJ～窓町時代

03 鬼虎川26次 井戸02 Y = -32805 T.P.t 5.20m T.P.t 1.64m 3. 6m I. 20m 1. 20m 衣町時代

04 鬼虎川26次 井戸03 Y =-32810 T. P.t 5.31m T.P.t 2.41m 2. 9m l. 30111 l. 20m 南北朝ー室町時代

05 鬼虎川26次 井戸04 Y =-32810 T.P.t5.36m T.P.t 2.66m 2. 7m 2. 30m 2. 20m 平安時代末期

06 鬼虎川26次 井戸05 Y = -32809 T.Pt5.2~m T.P.t 1.94m 3.3m 1. 60m 1. 20m 室町峙代

07 30次 井戸01 Y =-32784 T.P.+ 7 24m T, P + 3. 26m 4.0m 2. 20m 1.12m 15世紀

08 30次 井戸02 Y =-32779 T.P.+776m T. P.+ 3.46m 4. 3 m 2. 76m l 30m 15世紀

09 30次 井戸03 Y =-32758 T. P. + 7. 96 rn T.P.+ 3.76m 4. 2m 1. 20 m l 02m 14世紀

10 30次 井戸05 Y =-~2740 T. P. t 8. 72m T.P.t4.02m 4. 7m l. 64m 0, 93m 中冊

11 鬼虎川24次 井戸01 Y =-32794 T.P.t7.06m T. P.t 2.66m 4. 4 m 2. 04m 2. OOm 鎌介時代末期

12 鬼虎川24次 井戸02 Y =-32789 T.P.t7.32m T P. + 2. 86m 4, 5 m (1. 98) m (l.88) m 南北朝

13 鬼虎川24次 井戸03 Y=-32788 T P. + 7.19m T. P. t 4. 33m 2.9m 2. 29m 2. 26m Wi北朝

14 鬼虎川24次 井戸05 Y =-32782 T.P.+73lm T.P.t 3.08m 4. 2m 2. 31 m 2.05m 南北朝～室町時代

15 鬼虎川24次 井戸09 Y =-32795 T.P.+67/4m T.P.t3.28m 3. 5m I. 70m l. 44 m 謙和1寺代末期

16 鬼虎川24次 ＇井戸10 Y =-3279~ T. P. t 6. 77 m T. P.t 3.81m 3.0m J. 55m l. 49 m 平安時代末期

17 鬼虎川24次井戸11 Y =・32758 T.P.t 6.91m T.P.t2.59m 1. 3m 1. 92m l. 50m 室町時代

18 鬼虎川24次 井戸］3 Y =-32751 T.P.t 7 5~m T.P.t~.~Om 3. Jm l.8lm l. ~Om 鎌和1寺代後期ー It.i北削l
19 08次 井戸01 Y =-32750 T. P. t 7. 45m T.P.t6.49m l.Om I 30m 0. 90m l4i!l•紀木～ 15枇紀初

20 19次 井戸01 Y =-32662 T.P.t 7.78m T. P.+ 3 08m 1. 7m 2. 90m 2. 80m 南北朝～屯町時代

21 19次 井戸02 Y = -32663 T.P.+ 7.78m T.P.t5.18m 2. 3m 2.60m l. 70m,室町時代

22 19次 井戸04 Y = -32672 T.P.t 7.75m T. P.t 3. 72,n 1. Om 1. 20m 1.10m ギ安時代末期～鎌釦I寺代

23 19次 井戸06 Y =-32668 T.P.t 7.65m T. P.t 5.03m 2. Gm 0. 80m 0. 80m 平安時代末～鎌釦I寺代初

24 19次 井戸07 Y = -32673 T.P.t8.68m T. P.t 5.08m 3. 6 m l. 20m l. 20m 鎌倉時代末ー南北朝

25 19次 井戸08 Y =-32674 T.P.t 8.25m T.P.t 4.95m 3.3m l. !Om I. !Om 南北朝

26 19次 井戸11 Y =-32673 T. P. t 8. 57m T. P. + 5. G7m 2. 9m I. !Om 0 90m 鎌紅時代末期ー南北朝

27 19次 井戸13 Y =-32668 T P. t 8. 08m T.P.t 5.98m 2. lm I. 20m l. 10 m 鎌倉時代後期

28 19次 井戸14 Y =-32675 T.P.t 8.0~m 'I'. P. I 7. Iり'" 0. 9m l. 20m l. OOm 平安時代後期

29 19次 井戸15 Y =-32676 T.P.+ 8.llm T.P.+736m 0. 8m I. 50m l.~Om 平安時代末期

30 19次 井戸16 Y =-32660 T.P.+7.95m T.P.+6.99m 1. Om I. 60m l. ~Om 鎌倉時代末期ー1行北朝

31 18次 井戸01 Y =-32626 T. P. +10. 88m T, P, t 5, 48m 5. ~m 2.60m 2. 50m 鎌倉時代

32 18次 井戸05 Y =-32630 T. P. +JO 55m T.P.+7.05m 3. 5m l. 60m l. GOm 鎌倉時代ー「ti北朝

33 II次 井戸04 Y =-32GlG T. P. +II. 58rn T. P. + 7. 70m 3. 9m 3. 25m 3. llm 平安時代後jUl～鎌紅時代

34 11次 井戸09 Y = -32583 T. P. +12 52m T.P.+9.08m 3.~ m 2. OOm 1. 82m 鎌倉時代後期

35 11次 井戸10 Y = -32582 T. P. +12. 38m T.P.t7.93m 4. 5m 2.19m l. 19 m 鎌倉時代後期

36 11次 井戸11 Y =・32581 T. P. +12. ~3m T.P.+9.~0m 3. Om 2. 99m 2. 41m 鎌紅時代前期

37 11次 井戸16 Y =・32584 T.P.+12.26m 'f.P.t9.80m 2, 5m 4. 09m (2.0-1) m 鎌れ時代中WJ

38 11次 井戸18 Y =-32576 T. P. +12. 74m T.P.t8.94m 3.8m 2.40m 2. 31 m 鎌介時代iii/JV)

39 11次 井戸23 Y =-32572 T.P.tll.95m T,P.t7.73m 4. 2m l. 90m (0, 89)m 鎌倉時代中期

40 11次 井戸27 Y = -32623 T. P. +ll. 79m T. P. + 7. 77 m '1.0m 2. 46 m l, 52m I鎌紅時代lhjりJ-後期

4 l 11次 井戸31 Y =-:l2572 T. P. +12. 58m T.P.t 8.50m 4. l m l. 31m l. 26m 鎌介時代後期

42 lJ次 井戸32 Y =-32605 T. P. +10. 06m T.P.+7.37m 3. 6 m 2. 78m (l.ll)m 鎌介時代後期

43 28 ・ 29次 井戸01 Y = -32561 T. P. +13. 3! m T,P.+D26m 4, l m l. 76m l. 56m 平安時代ー室町時代

44 28 ・ 29次 井P02 Y =-32548 T. P. +13 58m T. P.t」0.JOrn 3.5m l. 34m I. 26m 平安時代～立町時代

45 28 ・ 29次 井戸03 Y =-32546 T. P. +13. GOm T. P.+10.44m 3 2m 1. 58m l. OOm 平安時代～立町時代

46 28 ・ 29次 井戸05 Y＝-32567 T. P. +13. 44 m T. P. t 8. 56m 4. 9m 2. 92m 2.00m 平安時代～室町時代

4 7 20次 井戸01 Y =-32575 T. P. +11. 78m T. P. +10. 08m 1.7m l. 70m l. 30m 室町時代

48 20次 井戸03 Y =-32563 T. P. tll. 57m T. P. + 9. 57 m 2. Om 2 50m 2.10m 鎌紅時代？

4 9 20次 井戸04 Y =-32577 T P. tll. 56m T.P.+8.~6m 3. lm 1. 60m l. 30 m 鎌紅時代ー「打北朝

50 20次 井戸05 Y =-32578 T. P. +11. 78m T. P.+10.28m l. Sm 3. !0m 3. OOm 室町時代

51 20次 井戸06 Y =-3256~ T. P. +11 16m T.P.+896m 2. 5m 4. 80m 4.40m 平安時代

52 20次 井戸07 Y =-32578 T. P. tll. 76m T.P.+ 7.3Gm 4.4 m j. 60m l ~Om 平安時代

53 20次 井戸08 Y =-32566 T. P. +11. 57m T.P.+10.27m l. 3m l. GOm I. 50m 謙介時代～南北朝

54 21次 井戸01 Y =-32532 T. P. +12. 70m T P. +10. 80m 1.9m 0.80m 0 80m 14111:紀中頃

55 06次 中泄井1ゴ Y =-32492 T. P. t i~. D7m T. P. +13. 27 m 1.7m 3.00m 2. 60m 14-15世紀

56 32次 井戸01 Y =-32451 T, P +14, 96 m T. P. tl3 56m 1.4m 3.50m 2. 52m II•91!1• 

57 32次 井F'02 Y = -32453 T. P. t 14. 90m T P. +II 96m 2.9m 2.12m l 70m 9|9 l!l• 
58 32次 井戸03 Y =-32152 I T. P. +11.12m T. P. +12. 3i m 1.8m !.!Om !. !Om r| 9 1仕

;it科No.02-06 ・ 11-18は洲在時点では、鬼1足川遺跡の範1111と考えられていたが、現在ではlりノ辻遺跡の推定範囲に含まれる。
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第15函 西ノ辻遺跡井戸検出面計測図
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第16図 西ノ辻遺跡井戸底面計測図
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第17図 土 墳1実測図

土演

当期の土城は、調査区全域から15基確認している。このうち、調査区南西寄りにある士壌1は、

西側を近代以降の段、北側を撹乱、南側を溝lによって削り取られるが、南辺および東辺に沿っ

て人頭大の自然石を使用した石積みが残存する。石は小口積みにし、保存状態の良好な部分で2

段分確認できる。

土演墓

調査区中央からやや東寄りの地点から土塙墓l基を検出している。土壇墓lは、井戸6・7の埋

没後に築かれている。墓壌の主軸は、座標に対してE-18°-Nである。

墓壊内からは比較的保存状態のよい2体の人骨を検出している。人骨の出土状況を詳細にみて

ゆくと、 2体の人骨は、頭を向き合うように上下に重なり合った状態で出土している。下部の人

骨は頭を西に向け、基墳の西壁に上半身をもたせかけ、手足をやや折曲げた姿勢を取る。現地

での田賀谷先生の鑑定では、成人男性の可能性が強い。上部の1体は、前述した人骨の足の直上
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に頭を東に向けて仰臥屈葬の姿勢を呈している。現地での鑑定では40オ台の男性の可能性が強

． ． ＇ 
い。なお、眉間と下顎部分には、黒く焼け焦げた痕跡をとどめる。 このような出土状態から2体

はほぼ同時に埋葬したものと推定できる。副葬品や鉄釘．棺の痕跡はまったく検出できない。

室町時代から鎌倉時代の墓は、西ノ辻遺跡の従前の発掘調査や本遺跡の周辺にある植附遺

跡・水走遺跡から検出されている。 これらの諸例を次に掲げる。

この表より次の点を指摘できる。本遺跡周辺の同期の墓には、死者を直接穴の中に埋めた土

．
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第18図 土堀墓1実測図 (S=1/io) 
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第19図 西ノ辻遺跡の中世墓分布図

養号 遺鯰名 ＂ 次 遺蠣名
四＊1118墜.i長(m)
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第3表 西ノ辻遺跡周辺の中世墓一覧表
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第20図 溝1• 6 • 13、Pit出土遺物実測図

-24-



塙墓と木棺に埋納したうえで埋めた木棺墓がある。本調査例を除き死者は、頭を北に向け、屈

葬の姿勢で墓墳内に1体葬る。

被葬者は、成人男性が多いが、成人女性が2例みられる。木棺の使用に性差は認められない。

副葬品には、複数の土師器皿・瓦器椀・輸入磁器がある。土壊墓には、副葬品を全く含まない

こともある。木棺墓には、輸入磁器の椀l点を伴う。

これらの墓は、ほぼ同一地点に2~3基が近接して存在するものと単独で検出される場合があ

る。次に西ノ辻遺跡およびその周辺にある遺跡で確認している中世の集落の拡がりをみると本

遺跡西方の鬼虎川遺跡や束接する神並遺跡の西端部分から同期の遺構・遺物は、ほとんどみつ

かっていない。また、北寄りにある植附遺跡の第I• 2次調査では、調査区の北端部分ほど当期

の遺構が少なくなる傾向にある。さらに、近鉄束大阪線新石切駅の南部分でもこれまでのとこ

ろ当期の遺構・遺物はほとんど知られていない。したがって室町時代から鎌倉時代における集

落の拡がりは、近鉄東大阪線新石切駅付近を中心に東西約350m・南北約100mに拡がるものと

推定できる。このような集落の拡がりのなかでの墓の位置は、集落の推定範囲の周縁部分に占

地していることになる。

溝

室町時代から鎌倉時代の溝は、調査区全域から 19条検出している。溝の方向は、概ね束西方

向と南北方向のものがある。

溝13は、中央部分に南北方向の土手状の高まりがある。溝の南端と北端部分の底面のレベル

差は、ほとんどない。なお、溝13は本調査の南側で実施している西ノ辻遺跡第8次調査SDl5と

同一の遺構である。さらに、本調査区北側の鬼虎川遺跡第25次調査でも同一の溝を検出してい

る。これらの3度の調査によって、この溝は、全長約20.7mを確認したことになる。

溝12は、その位置や方向から西ノ辻遺跡第8次調査S018と同一の遺構で全長約20.8m検出した

ことになる。

Pit 

Pitは総数183個検出している。これらのPitの多くは、調査区東寄り部分で検出しており、重

複関係や埋土・出土遺物からみて室町時代から鎌倉時代のものと思われる。

遺跡名 根石平面形 根石断面形 長(cm) 巾(cm) 厚(cm) 重量(g) 石材 種類 根石上面高 掘り方底面高 備考

Pit02G 菱形 台形 29. 0 9. 7 7. 9 3500 斑楓岩 割石 T. P. +7. 62m T. P. +7.51m 

Pit030 菱形 艮方形 10. 9 15. 0 8. 7 6000 斑槙岩 自然石Ir,P. +7.67m T. P. +7. 58m 

Pil036 菱形 台形 24. I l 4. 2 14 8 9000 斑欄宕 割石 T.P.+8.02m T. P +7. 87m 

Pil061 菱形 台形 23. 4 10. 4 9. 1 5500 斑機岩 自然石 T. P. +7. 87m T. P. +7. 78m 焦げ跡あり

Pitl31 I 

＇ Piし141

Pill53 

Pil169 五角形 長）i形 18. 0 17. 0 7. 4 5500 斑概岩 割石 T. P. +7. 92m T.P.+7.85m 焦げ跡あり

Pitl69 さ角形 三角形 13. 4 9. 5 8. 5 j500 斑槻岩 割石 TP+78Gm T. P. +7. 77m 

第4表根石一覧表

-25_ 



Pit内には、根石の存在するものが9個ある。根石は、斑綱岩の自然石や割石を使用し、平坦な

面を上に向けて据え付けている。

Pitによって構成される建物は、当調査区内では復原できない。

3)古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は、調査区中央の北端部分で士壊1基（土城8)のみを検出している。周辺の調査

区からも当期の遺構は、ほとんど確認されていないことから既に削平されたものを考慮しても

数少ないものと推定できる。

4)弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は、当調査区の東南側で既に実施している西ノ辻遺跡第7次調査で中期の方形

周溝墓が多数検出されている。第30次調査で確認できた弥生時代の遺構は、調査区中央から束

寄り部分で溝2条•土塙2基・落ち込み1基のみである。

溝

溝20は、位懺と方向からみて本澗査の南側で実施している西ノ辻遺跡第8次調在のSD29と同

ーの遣構である。また、北側の調査区（鬼虎川遺跡第25次調査）でもこの溝の続きを検出している。

これらの3度の調査によってこの溝は西南方向から北東方向に26.6mを検出したことになる。

土城

土城17は、南北両側が撹乱によって削り取られている。土塙内の西寄りからは、体部下半に

穿孔のある弥生時代中期の壷1個体が口縁部を北に向けた状態で出土している。

落ち込み

落ち込み1は、南側を撹乱によって削り取られている。さらに北側は、調査地区外にのびてゆ

くため平面形は不明である。埋土の下層から弥生時代中期の土器類、上膚から古墳時代中期末

頃の土器が出土している。

z
 

IY- -3~7G4 

x--146717 

ヽ

|Y=-32764 

n".
 

Im 

第21図土壌17実測図
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第22図 弥生時代の遺構実測図 (S=½00)
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第22図 弥生時代の遺構実測図 (S=1/200) 
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第24図 溝20・ 21、落ち込み1出土遺物実測図
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V 出土木製品の樹種同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

西ノ辻遺跡（東大阪市西石切町～弥生町所在）は、生駒山西麓の低位段丘上に位置する。西ノ辻

遺跡では、これまでに弥生時代中期から室町時代までの遺構・遺物が検出されている。今回の

発掘調査では中世の井戸址が検出され、内部から同時代のものと推定される木製品が出土した。

今回の分析調査では、井戸址内から出土した木製品（容器底板 3点・包丁柄 1点・鎌柄 4点） 8

点について材同定を行い、中世木製品の用材選択について検討を行う。

1. 試料

試料は、中世井戸（井戸01, 05)から出士した木製品 8点（井戸01:6点，井戸05:2点）である。

2.方法

剃刀の刃を用いて、試料の木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 3断面の徒手切

片を作製し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン、蒸留水の混

合液）で封入し、プレパラートを作製した。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の

特徴を観察し、同定した。

3.結果

試料は、マツ属複維管束亜属の一種 1点(014)、ヒノキ属の一種 3点(011-013)、コナラ属ア

カガシ亜属の一種 1点(015)、クリ 1点(047)、シイノキ属の一種 2点(016、046)であった（表 1)。

各種類の主な解剖学的特徴や現生種の一般的性質等を以下に記す。なお和名・学名等は、主と

して「原色日本植物図鑑 木本編II」（北村・村田， 1979)に従い、現生種の一般的性質等につい

ては「木の事典 第 2巻～第 7巻」（平井， 1979-1980)も参考にした。

・マツ属複維管束亜属の一種(Pinus subgen. D iploxylon sp.) マツ科

早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広く、年輪界は明瞭。樹脂細

胞はなく、樹脂道が認められる。放射組織は仮道管、柔細胞とエピセリウム細胞よりなり、分
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野壁孔は窓状、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められ、単列、 1 ~15細胞高のものと

水平樹脂道をもつ紡錘形のものがある。

複維管束亜属（いわゆる二葉松類）には、アカマツ(Pinus densmora S ieb. et Z ucc.）、クロマ

ツ(P.thunbergiiP arlatorore)、リュウキュウマツ(P.luchuensisMayr)の3種がある。アカマツと

クロマツは本州・四国・九州に分布するが、クロマツは暖地の海沿いに多く生育し、また古く

から砂防林として植栽されてきた。リュウキュウマツは琉球列島特産である。材は重硬で強度

が大きく、保存性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土木・建具・器具・家具材など広

い用途が知られている。

ヒノキ属の一種(Chamaecyparissp.） ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹脂細

胞は晩材部に限って認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、

分野壁孔はヒノキ型で1~4個。放射組織は単列、 1~15細胞高．

ヒノキ属には、ヒノキ(Chamaecyparis obtusa(S ieb. et Z ucc.) E ndlcher)とサワラ

(C.pisifera(S ieb. et Z ucc.) E ndlcher)の2種がある。ヒノキは本州（福島県以南） •四国・九州に

分布し、また各地で植栽される常緑高木で、国内ではスギに次ぐ植林面積を持つ重要樹種であ

る。材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は大きいが、強度・保存性は高い。建築・器具材など

各種の用途が知られている。サワラは本州（岩手県以南）・九州に自生し、また植栽される高木で

多くの園芸品種がある。材は軽軟で割裂性は大きく、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが

耐水性が高いため、樽や桶にするほか各種の用途がある。

・コナラ属アカガシ亜属の一種(Quercussubgen. Cyclobalanopsis sp.） プナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、

1 ~15細胞嵩のものと複合組織よりなる。柔組織は短接線上および散在状。柔細胞はしばしば

結晶を含む。年輪界は不明瞭。

アカガシ亜属（カシ類）には、アカガシ(Quercusacuta Thunberg)、イチイガシ(Q.gilva B 

lume)、アラカシ(Q.glaucaThunberg)など 7種があるが、果実の構造からコナラ亜属に分類さ

れる常緑低木～小高木のウバメガシ(Q.phyllyraeoidesAsa Gray)も、材構造上はカシ類と類似す

る。カシ類は、暖温帯常緑広葉樹林（いわゆる照葉樹林）の主要な構成種であり、主として西南日

本に分布する。このうち最も裔緯度地域にまで分布するのがアカガシで、宮城・新潟県が北限

である。材は重硬・強靭で、器具・機械・建築・薪炭材などに用いられる。また種子は食用と

なる。

・クリ (Castaneacrenata S ieb. et Z ucc) プナ科

環孔材は孔圏部は1~4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。

大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および2~3個が斜（放射）方向に複合、横

断面では角張った楕円形～多角形、ともに管壁は薄い。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に
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配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1 ~15細胞高。柔組

織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部•本州・四国・九州の山野に自生し、また植裁される落葉高木である。

材はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・

家具・薪炭材、楕木や海苔粗染などの用途が知られている。樹皮からはタンニンが採られ、果

実は食用となる。各地の遺跡からの出土例の多い樹種の一つである。

・シイノキ属の一種(Castanopsissp.) プナ科

環孔材～放射孔材で孔圏部は 3~4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎

状に配列する。大道管は単独、横断面では楕円形、小道管は単独および 2~3個が斜（放射）方向

に複合、横断面では角張った楕円形～多角形、ともに管壁厚は中庸～薄い。道管の穿孔は単穿

孔であるが、小道管には 1~6段前後の階段穿孔が現れることがある。道管内壁の壁孔は交互

状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1 ~20細胞高。

柔組織は周囲状、散在状および短接線状。年輪界は明瞭。

シイノキ属には、ップラジイ（コジイ）（Castanopsis cuspidata (Thunberg) S chottky)とその変種

スダジイ(C.cuspidatavar.siebo/dii(Makino) Nakai)がある。この内、典型的なップラジイは集合

～複合放射組織が存在することで分けられる。しかし、ップラジイの中にも集合～複合放射組

織の出現頻度が少なく、作成した切片に観察できないときがある。したがって、集合～複合放

射組織があらわれればップラジイと同定できるが、あらわれないからスダジイであるとはいえ

ない。

シイノキ属は、カシ類とともに、暖温帯常緑広葉樹林の主要構成種である。ップラジイは本

州（伊東半島以西南） •四国・九州に、スダジイは本州（福島・新潟県以南） •四国・九州・琉球に

分布し、また植栽される高木である。一般には、スダジイが沿海地、ツブラジイが内陸地に生

育する。材はやや重硬で、割裂性は大きく、加工はやや容易、耐朽性は中程度～低い。材質的

にはップラジイはスダジイより劣るものとされている。薪炭材としての用途が最も多く、器

具・家具・建築材などにも用いられる。種子は食用となり、樹皮はタンニン原料となる。

4．考察

各用途の種類は、容器底板がヒノキ属、包丁柄がマツ属複維管束亜属、鎌柄がアカガシ亜

番号 I出土遺構 器種 1時代 樹種名

011 井戸01 容器底板 中世 ヒノキ属の一種

012 井戸01 容器底板 中世 ピノキ屈の一種

013 井戸01 容器底板 中世 ヒノキ屁の一種

014 井戸01 包丁柄 中世 マツ屈複維管束亜属の一種

015 井戸01 鎌柄 中世 コナラ屈アカガシ亜屈の一種

OlG 井戸OJ 鎌柄 中世 シイ屈の一種

046 井戸05 鎌柄 中世 シイ屈の一種

047 井戸05 鎌柄 中世 クリ

第5表 出土材の樹種同定結果一覧表
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属・シイノキ属・クリであった。

容器底板については、本遺跡周辺でこれまに同様の木製品について同定を行った例は知られ

ていない。しかし、他地域では曲物底板などの木製品にヒノキ属が多く用いられており（島地・

伊東1988)、今回の結果はこれまでの傾向と調和する。また、市内では鬼虎川遺跡などから出土

した弥生時代を主とする板材にヒノキ属が多く同定され（例えば、嶋倉， 1990;松田， 1980等）、

弥生時代以降板状の加工を施す木製品にヒノキ属が多く用いられたことが示唆される。ヒノキ

属が多く用いられた背景には、加工が容易であること、水湿に強いこと、入手が比較的容易で

あったこと等が考えられる。

包丁柄に使用されているマツ属複維管束亜属（いわゆる二葉松類）は、針葉樹材の中では比較的

堅い材質をもつ。中世の包丁の柄に用いられる材に、どの程度の強度や加工性が要求されたの

かは不明であるが、遺物の実測図を見る限り、金属製の刃をはめ込む場所には高い加工性が必

要であったと思われる。加工性と強度の両方を兼ね備えた木材としてマツ属複維管束亜属が選

択された可能性があるが、断定はできな。

鎌柄には 3種類が使用されていたが、いずもプナ科の堅い木材である。特にアカガシ亜属は、

農具の柄としても多く用いられ（島地・伊東， 1988)、東大阪市内でも時代は異なるが、鬼虎川遺

跡第 4・ 5次調査（林ほか， 1988)等で報告されている。また、シイノキ属も鬼虎川遺跡 7次調査

（島地ほか， 1987)で報告されている。今回の結果も弥生時代の例と同様に、堅く丈夫な木材を選

択した結果と考えられる。また、このような用材選択が弥生時代以降継続して行われていたと

考えられる。

5まとめ

今回の結果は、いずれも用途も使用する木材の強度や加工性等を把握した上での適切な用材

選択があったことを伺わせる。このような傾向は、周辺の遺跡から出土した弥生時代を中心と

する木製品の材同定結果でも見られ、弥生時代以降適材適所の用材選択が継続して行われてい

たことを示唆する。本地域における中世木製品の用材選択に関する資料は、弥生時代の資料と

比較するとはるかに少ない。したがって、今後同様の木製品が出土した際には、可能な限り材

同定を行い資料の蓄積を行う必要がある。
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VI まとめ

西ノ辻遺跡第30次発掘調査では、以上のような資料を得ることができた。以下では、調査成

果成果と今後の課題について列挙しまとめとしたい。

室町時代から鎌倉時代

当期では、井戸・土壊・溝・柱穴・土墳墓などの集落を構成する遺構を確認することができ

た。遺構の重複関係や出土遺物からみて検出した遺構は、鎌倉時代初め頃のものと鎌倉時代末

から室町時代のものに大別できる。

同期の建物跡やその配置については、根石をもつ柱穴をはじめ多数の柱穴が検出されている

もののこれまでのところ復原するに至っていない。

調査地周辺での集落内にある士壊墓の検出例は、本例を加え11例を数える。これらの士墳墓

は、鎌倉時代から室町時代のもので集落の各所に散在している。本例は、男性2人を同時に埋葬

している点や被葬者の頭位の点で他の諸例と異なっている。集落内の居住空間に墓を造営する

ことは、弥生時代から鎌倉時代まで認められず当期から始まる。その歴史的意義については、

今後の検討に委ねる。

古墳時代

本調査では5世紀末から6世紀初頭ころの遺物を含む土壌1基を検出したのみである。調査地点

の西側にあたる鬼虎川遺跡第33次発掘調査で同期の竪穴住居や掘立柱建物が検出されているこ

とから、当期の集落は本調査区の北西寄りに存在していたものと推定できる。

弥生時代

本調査区の東側の地点や西側の鬼虎川遺跡では中期の方形周溝墓群が確認されているものの、

本調査では中期の溝・土墳・落ち込みを検出したのみである。弥生時代中期以降の削平を考慮

にいれても同期の遺構は少ない。したがって、本調査地点付近が同期の鬼虎川遺跡と西ノ辻遺

跡との境界部分にあたるという従来からの推定を追認する結果となった。
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西ノ辻遺跡30次調査遺構一覧表

豊霞這員t,昌り 検出Iii 位置 平iii形 棗~Jl(,.) ＂北ll(m) 深さ("') 地 J n.i 期 種馴 料 檀

pit 1 地山上而 A地区 円形 25.0 15以上 IOY R4/3細粒砂i比シルト 中 11!•

pit 2 地山上面 A地区 円形 21.0 9以上 2.0 lOY R4/3細粒砂視シルト , P Iじ

pit 3 地山上而 A地区 円形 23.0 20. 0 3.0 2 5Y3/2 llllli砂況シルト 中枇

piI 4 地山上ilii A地区 楕円形 JJ 5 19. 5 4,5 2. 5Yi11中粒砂一紺19立砂；Jl.シルト 中枇

pit 5 鳩山上iii A地区 楕円形 10.5 15.0 2.0 2 5¥4/1中粒砂～細粒砂況シルト 中枇

pit 6 麹山上面 A辿区 楕円形 30.0 7以上 2.5 2.5Y4/2中粒砂一極11119i砂況シルト～粘土 中此

pit 7 地山上面 A地区 円形 15,0 15. 0 2.5 2. SYJ. 5/2中粒砂一極1111れ砂iIじシルト～粘土 中世

pit 8 地山J.:TIII A地区 円形 10 0 7. 5 3, 0 2 5Y3.5/2中粒砂～栢納Ill!砂視シルト～粘土 中II!:

pit 9 地山上ilii A地区 円形 13.0 9. 5 3 0 2. 5Y3. 5/2中粒砂一極細91砂況シルトー粘土 中枇

pit 10 逓山上"’ A地区 円形 13 5 l l. 5 5 5 2.5Y4/J 5，日粒砂～創粒砂i1I.シルト 中U!:

pit II 地山上ilii A池区 円形 6,5 8.0 3.0 2. 5Y4/l. 5り』粒砂一細91砂ii!シルト 中世
I 

pit 12 地山上1計 A地区 円形 11 0 13 0 2. 5 2 SY4/l. 5中粒砂～細9i砂汎シルト 中Ill:

pit 13 地山上jfjj A地区 円形 6. 0 7 0 2.0 2, 5Y4/1. 5中1立砂～細1立砂視シルト 中 11L•

pit 14 地山．I:.]11i A地区 楕円形 8, 5 12 0 2. 5 lOYRJ/1.5中粒砂汎シルト 中址

pil 15 尾山」』i A地区 円形 13.0 12 0 3 5 JOY RJ/J 5中9i砂視シルト 中II!:

pit 16 地lll上面 A地区 円形 15.0 10 5以上 4.0 IOYRJ/1 中粒砂視シルト 中Ut

pit 17 地山．l：面 A地区 円形 JO 5 11 0 2.5 JOY RJ/J中粒砂視シルト ,pill• 

pi9 18 地山上而 A地区 円形 10 0 8, 0 3.5 JOY R3/l中粒砂iJI.シルト ,Ilfil• 

pi1 j9 地山.l:iii A地区 楕円形 9 0 15.0 3.0 IOY RJ/1中粒砂視シルト lヽヽ枇

pit 20 簸山.I.:而 A地区 楕円形 1 4. o 10.0 5. S IOY RJ/2中91砂汎シルト 中世

pit 21 lt山上面 A地区 円形 31 0 26,0 30.0 2. 5Y4/2中9i砂～細粒砂札シルト 中II!:

pit 22 地山上ilii B地区 楕F1形 23,0 32. 0 4 5 2. 5Y3, 5/2細粒砂一極創1位砂視シルト～粘土 中枇

pit 23 地山 l:ilii B地区 円形 30 0 31. 0 4 5 2 5Y3.5/2中粒砂一極細9i砂視シルト ー粘土 中枇

pil 24 地山．I:.iii B崖区 円形 25.0 29.0 13, 5 2 5Y4/l訓粒砂～極細9i砂視シルトーi/i土 Mill:紀使半 瓦岱 帆

:t師お

p;t 25 地山上而 B地区 円形 315 38, 5 23 5 2 5Y3,5/2中9と砂一極細れ砂札シルト 中批

pit 26 地山上而 B地厄 楕円形 2l 0 38. 5 3 0 2.SY3.5/l紺19i1.砂～極細粒砂i凡シルト～粘土 中世

pit 21 ltl!山上l" B地区 円形 32, 5 29 0 1 6. 5 2.5Y3. 5/1糾l粒砂～極細粒砂iJじシルト～91，土 中 tll•

pit 28 地山．l：Ihi B地11': 円形 27 0 27 5 l 2 5 2 5Y3.5/2 11119U砂一極綱92砂ill.シルトー粘土 り』 I~

― 

pit 幻地山上而 Blll!区 楕Pl形 28.0 40.5 15,0 2. SY3 5/1細粒砂～極綱IU砂況シルト～帖土 中Ill・ 土師荏

!J(息格

pil 30 地山上而 B地区 円形 28. 0 33. 0 7, 0 2 5Y3.5/2 llllfi砂～柘鮒Iii砂；仕シルト～粘土 中I!: 瓦t片 帆

土間i料 ml 

p;I 31 地山上Bi B地区 円形 29 0 31 0 18 0 2.SYJ,5/1細粒砂一極創IU砂iliシルト 中世

pi9 32 地山上面 B 地r~ 円形 13. 0 11 5 2.0 2 5Y3 511紺Ii砂～柘細n砂枇シルト 中他

pit 33 地山J.:ifii B地区 円形 12 5 11.0 4 0 2.SY3.S/l細Ii砂一極11119立砂札シルト 中II!

pil 31 地山上mi B地区 円形 11 0 10 5 19 0 2、5Y3.5/2中粒砂視シルト 中枇

pil 35 地山上而 C地区 楕円形 62 5 J2以上 38.0 2 5Y4/2 •P粒砂～極lillli砂視シルト～粘土 中1じ 弥生：tt;

pit 36 地山上i1ii C地区 惰円形 34.0 15以上 2 0 2.5Y4/1中粒砂一極細91砂illシルトー粘土 中11!:

p;t 37 J11!山上iii C地区 円形 26 5 28. 0 14 0 2,SYJ.5/1中粒紗一極細9i砂i凡シルト～粘土 U911t 土絲註 皿釜

pit 38 地山上illi C地区 楕円形 l9.0 2G.0 18.0 2,5Y3.5/2中粒砂一極細粒砂；凡シルト～粘土 中枇 瓦牲 椀

土師岱 皿

pit 39 地山上1ii C地区 楕円形 21 0 18 5以上 21 0 2.SYMJ細粒砂～柘船19“砂iiiシルト 中世 瓦拶 椀

土帥t; Ill 

:A色土沿

第 6表西ノ辻遺跡第30次調査遺構一覧表
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豊＂引 Illt, 唇り 検ill面 位置 平ihi形 東Mleol 胄北/l(o,) 深さ(.,.) ~I! 土 時期 種類 牲 槽

pit 40 J11!山上面 C地区 楕円形 32.5 13, 5以上 51,, 2. 5Y3,5/l中粒砂～極111192砂jJ!シルト 中世 瓦柑 椀

上師侶 皿釜

． ． 
磁U 肖磁帆

pit 41 地山上而 C地区 円形 6、5 5. 5 2.0 2. 5Y412 1111!立砂～極糾Iii砂iiiシルト～粘土 中祉

pit 42 地山上ili C地区 円形 30, 5 31 5 53, 0 2 5Y 4/2細粒砂～極11119立砂i!l.シルト～帖：I． 13批紀 瓦t；； 椀

土師1,, 皿

須恵柑

弥生土岱

pit 43 地山上iJii C地区 Jt方形 39, 5 25.0 58,0 5 Y3,5/2l1119立砂～極紺1粒砂jJ!シルト 中祉 土面姓 ffil 釜

弥生土揺

pit 44 地山上面 C地区 円形 26. 5 25. 0 40,0 2.5¥3.512極細柁砂視シルト～Hi土 中批

P91 45 地山上i" C地1ヌー 円形 17 5 16. 5 56. 0 2.5Y3 512極綱9i砂託シルトー帖上 中世

pi, 46 地山上面 C地R 円形 11.0 り．o 5 0 2, 5Y3, 5/J極細粒砂i比シルト～粘 t 中恨

pil 47 地山上面 C地区 楕円形 25以上 17以上 30,0 2. 5¥312極細粒砂況シルトー帖土 中批

pit 48 地山上ifii C地区 円形 29, 0 3G.0 30.0 5 Y4l1 llllfi砂枇シルト～粘：L 中軋： 上師t} IITI 

pit 49 地山＿ヒ面 C地区 楕円形 4 0. 5 46以上 7 0 5 Y4/J "19立砂if1.シルト～1／i:t 中批 」濁i註

餞貨

pit 50 胤山上而 C地区 惰円形 40.0 切．o l l. o 5 Y3l1. 5 <I•粒砂一極細IU砂 jJI. シルト 中枇

pil 51 地山上,r,; C地I!. 円形 43 0 39 0 22,0 2. 5Y4/J 1111粒砂況シルト 13憔紀 瓦t; 椀

上師i;; Ill 

弥生：L沿

pit 52 雌山上oo C地区 円影 12.0 11.0 11,0 IOYJ/1極細拉砂枇シルト 中罷

pil 53 地山上~i C地区 円形 31 0 35 0 7 0 lOY3/l極細粒砂枇シルト 中I!!: 瓦t; 帆

土tiit#

pit 54 地山」直i C地区 円形 16, 0 15 0 17.0 5 Y3/l細粒砂視シルト 中U!: 瓦柑 椀

上師お

pi1 55 地山上面 C地区 惰円形 26.0 19.0 18 0 2.5Y31l,5極船19U砂祉シルト 中世 瓦む 禎

• I 
:t糾i註 皿

弥生土料 壺

pit 56 地山上面 c馳r,.円形 8,0 7 0 15,0 JOY R2/2シルト～粘土 中批

p19 51 地山上面 C地区 円形 14,0 14 0 20.0 JOY R2/2シルトーfii:t ＇旧肌・

pit 58 地山．l：面 C地区 円影 9,0 9,0 8.0 JOY R3/l船1粒砂汎シルト 中恨

pil 59 地山上~i C地区 円形 23.0 21. 0 21 0 JOY R3/J細粒砂視シルト 中枇 瓦石

土師岱

pit 60 地山上i而 C地区 円形 31 0 36 0 25, 0 5 Y3/l 11111狂砂iftシルトー粘土 中批 瓦沿 椀

t師岱

piI 61 地山上iii C地lヌ 楕円形 31 5 鳩．o 21.0 2 5Y3. 512 111111紗況シルト～粘J: 中世 土師沿 Ill 

!n恵器

弥生土笞 壺

pit 62 地山上而 C地区 円形 B.O ll.O 5, 0 2.5Y3. 512極細粒砂視シルトー粘土 中批 瓦柑 椀

pit 63 地山上面 C亀区 円形 1 6. o 19 0 3.0 5 YJII シルトー帖土 中U!: 煩忠註

p;I 64 地山上籠i C地区 円形 16 0 M.S 3. S 5 Y3l1シルトー9占土 中恨

piI 65 地山上而 C地区 円形 9,0 9 5 6.0 2, 5Y3 512中粒砂混シルト～帖土 中批

pil 66 地山上而 C地区 楕円形 73, 0 61 0 62. o 2. SYJ.512極細粒砂iftシルトー粘土 中批 瓦ti 椀

土師粒 皿

煩息枯

弥生土註 壺

第6表 西ノ辻遺跡第30次調査遺構一覧表

-38-



豊霞量情も 長け検llli" 位置 平面形 賣1'i~1~1 JIIU(<>I 深さ (o,) 射 :I: ,} NI 種類 i; 種

pit 61 地山＿1．．．ifii c過ll 円形 18.0 32 0 GI 0 5 Y4/］中9i砂説シルトー粘：I： 中111: 瓦1,, 椀

土Mi!,

須恵條

弥生土岱

石製品 サヌカイト1ヤ

pi t 68 地山上面 C地区 円形 8, 0 9,0 15,5 5 Y3. 5/1柘細粒砂視シルトー帖上 中批 土師器

須息t}

pit 69 地山上籠i C地区 円形 12,0 11 0 30 0 5 Y3.5/l極網l粒砂視シルトー粘土 中低
ー・

pil 70 地山上ilii C地区 楕円形 26.0 21.0 2 5 7 5YJ. 5/1組位砂況シルト～粘土 中 Ul•

pit 7l lll!山」こIii C.Ill.区 楕円形 12.0 15 0 5,0 2.5Y3.5/J極細粒砂視シルトー粘土 9ト 11!•

pi1 72 地山上而 C地区 円形 28.0 30. 0 32.0 2,5Y4/2中粒砂汎シルト～粘土 中世 瓦柑 帆

土師荏 Jill 

須恵器 甕

土製品 土錘

p;L 73 地山上而 C地区方形 20.0 19 0 10. 5 2.5Y4.5/1 シルト 中批 瓦岱 帆

pi l 74 地山上iii) C地区 円形 27, 0 28, 0 26.0 2. SY<. 5/1 シルト 中枇 瓦花 柏

上師召 Ill 

須恵む

pit 75 地山＿l：ihi C地区 円形 17 5 16.0 II 5 2.SY! 5/1 シルト 9I91l!’ 須恵石

pi9 76 地山上面 C地区 楕円形 17 0 25 0 5 0 2 5Y4/1,P9"砂il!細,~．砂一柘細I"砂iU. シルト 9ト 11!• 瓦む 械

土Hit# 皿

須患1,,

＇ 
pil 77 I也山上1!i C地区 惰1-Y形 36, 5 30 0 21.0 2.5Y4/l中粒砂混細粒砂一極l1l192砂乱シルト ＇ド1l!’ 瓦ヤふ

：I：師荏

弥生土梢

Pll 78 地山＿ヒl計 C地区 円形 215 27 0 3 0 JOY R3/J中粒砂視細拉砂一極細1拉砂iJl.シルト 中ti!: 土師怜

pit 79 地山ヒIii C地1メ． 円形 21 0 23.0 2l 0 2、5Y4/j中粒砂枇細粒砂～極細92砂品シルト 中批

pil 80 地山」こiii C地尻 惰円形 27 0 46 0 6 5 2.5Y4/l中粒砂視馴91砂一柘Ill粒砂枇シルト 9ト世

pil 8J 地山＿l：iil C地区 円形 27.0 30.0 6J o Z. 5Y4l1中柁砂況糾l粒砂～極網粒紗ill.シルト 中罷 瓦符 帆

土師t;

pit 82 地山上．rli C地区 円形 13 0 13 0 3.0 2.5Y4/j中粒砂況細粒砂一極細92砂iJ!シルト ,µUl• 

— pit 83 地山上面 C地区 円形 i7 0 52 0 39,0 2.SY4/l中粒砂視細粒砂～極細粒砂視シルト 121ll•紀 瓦t;. 椀

土師器

Fl/Iii-

pit 糾地山上．而 C地区 楕円形 10.0 7 0 6.0 2, 5Y3/l中粒砂iltlll19U砂一極細粒砂i凡シルト 中批

pil 85 地山上而 C地区 惰円形 33, D 20.0 J 7 0 2.SYl/1中粒砂枇細粒砂～極細粒砂視シルト 中枇 瓦註 椀

土邸苔 IDl 
| 

弥生土t袷

P91 86 尾山J:1ii C地区 円形 36 0 36.0 19 0 IOYR2.5/l中柁砂視釦9“紗一極刷9"砂視シルト 中低 瓦荏 帆

土卸註 皿

PII 87 地山上而 C地区 円形 22.0 25 0 29. 0 5 Y4/l中粒砂ill.極細9i砂ill.シルト 中 1lL• 瓦註 椀

士師器 Jill 
1-

pit 88 地山上mi C地区 円形 3 0 3 0 9 5 2,5Y4/2シルト 中批

pil B9 地山上面 C地悦 円形 ,.o 5.0 8 5 2. 5Y4/2シルト 中Ill:

pit 90 地山上面 C地区． 円形 3.0 3, 0 10 0 2,5Y4/2シルト 中 lll•

pit 9」 地山上1!i C地区 惰円形 30"0 2J 0 45 5 2,5Y3l2紺1粒砂ーシルト 中世 瓦沿 椀

土師笞 皿

第6表西ノ辻遺跡第30次謂査遺構一覧表
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璽覆量員t,喜1; 檜出面 位置 平oo形 賣fll!l(o,) 胄北艮1..1 深さ (a,) 洩 土 吋馴 檜 9l 硲 憧

pit 92 旭山上面 D地区 楕円形 16以上 3 J, 0 12. 0 2. 5Y3. 5/1極船l粒砂視シルト～粘土 中批

pit 93 地山上而 C地区 方形 30.0 27 0 2l 5 2 5Y3/l中粒砂況シルト～粘土 中批 瓦指 椀

土卸苔 皿

pit 94 地山．ヒ面 C地区 円形 3.0 3,0 9. 0 2. 5Y211細粒砂況シルト 中批

pit 95 地山上面 C地区 円形 3.0 3.0 13. 5 2 5Y4/2シルト 中批

pll 96 地山上而 C地区 円形 3 0 4 0 20 0 2. 5Y3/I肴ltt砂ー中粒砂汎シルト 中lli:

pit 97 地山上面 C嬌区 円形 19.0 24,0 11. 5 2 5Y4/l.5中粒砂仇シルト 中枇 瓦路 椀

土師註 IIll 

pil 98 地山上而 C地区 円形 10以上 13 0 3, 5 5 Y3/J極細粒砂視シルトー粘土 中11!:

pit 99 鍮山上面 c邊区 円形 24, 5 23. 5 28.0 2 5Y3. 5/1中粒砂一極細粒砂視シルトー粘土 中枇 瓦註 鮒

土師路 皿

p;t 100 地山上iJjj C地区 円形 ;,o 5 0 11.5 2.SYJ/2細粒砂視シルト 中UL・

pi9 101 鍮山上面 C縫区 円形 11 0 11.0 6.0 5 YJ/1中粒砂視シルトー粘土 91•11!’ 

pit 102 地山上而 C地区 惰円形 25 0 18 0 35,0 5 Y3tl粗粒砂～中粒砂視シルト～粘土 中批 瓦器 椀

七師沿 Jill 

pil 103 逓山上iii C態区 円形 11 5 16 0 22.0 SYJ.5/2極細れ砂乱シルトー粘土 14枇紀 土峠註 皿

pit 1“ 地山上而 C地区 円形 13以上 20, 0 12. 0 5 Y3/1極細9i砂視シルト～粘土 中枇

pil 105 地山上面 C地区 円形 7.0 9. 0 15.0 5 Y3/j極紺l粒砂ii!シルトー粘土 中批

pil 106地山上III C地区 円形 23,0 22.5 22,0 2.5Y3/2机粒砂ー'P9立砂礼シルトー粘土 中世

pit 107 地山上面 C地区 円形 22. 0 22, 0 22. 0 5 Y3l1中粒砂～極1119N砂洗シルト～粘上 中枇 土師柑 皿

• I 
pit 108 地山上面 C地区 円形 52.0 45, 0 30.0 5 Y211中粒砂～極1111粒砂視シルト～t！；土 中Ill: 瓦器 帆

土師岱 /Ill 

須恵沿

pi1 109 地山上而 C地区 円形 l4.5以上 1 6. 5 10.0 2 5Y3/l. 5，卜粒砂～極細粒砂視シルトー粘：k 中他 土師料

pil 110 地山上面 C地区 円形 23.0 22.0 17.0 2.SYJ/1，ド粒砂一極綿1粒砂視シルトーVi土 中軋： 瓦柑 帆

土節註 llll 釜

pit 111 地山上面 A地区 円形 16以上 25 0 15. 0 2. 5Y3/l極細れ砂況シルトーI/;土 中11!: 土Alli揺

？ 弥生土註 壺

pi9 ll2地山上ilii D辿区 円形 6以上 12. 5 15. 0 5 Y3/2極鯛粒砂況シルトー粘土． 中槌

pit lは地山上iii D地区 円形 9, 0 11. 0 11.0 2.5Y3/3極釧9立砂視シルト～粘土 中 11l•

pil 114 地山上面 D地区 円形 28.0 32.0 9.0 2 5Y3/3極細粒砂視シルト～粘土 中枇 瓦柑 帆

土師む lill 

pit 115 地山J.:i!i D地区 楕円形 23, 5 51 0 4 0 2, SY3/3極綱柁砂況シルト～粘土 中枇 弥生土侶 壺

＇ pil 116 地山上ilii D地区 楕円形 27 0 36 0 24 0 2. 5Y3/］極馴粒砂混シルト～帖：L ヰ池・ 瓦器 椀

土師壮 Jill 

煩恵註

pit 117 地山上面 D地区 円形 26.0 30,0 32.0 2. 5Y3/2拒細粒砂視シルト～粘土 中柑： 瓦悩 椀

」, i 土師器 皿

pil ll8 地山上面 D旭区 円形 17.0 14,0 15.0 2 5Y3/2中粒砂一極細粒砂礼シルト～粘土 中世

pit 119地山上面 D地区 円形 8.0 9, 5 11.0 2. 5Y312極細粒砂仇シルト～粘土 中Ill:

pit 120地山上ifii D地区 円形 10.0 10.0 13.0 2 5¥3/2細粒砂一極細粒砂混シルトー粘土 中祉

pit 12l 地山上面 D池区 円形 26.5 27 5 15.0 2. SY3/'-編粒砂～極細粒砂視シルト～帖土 中批 瓦符

弥生土沿

pit 122地山上面 D地区 楕円形 24.0 19. 5 24.0 2、5Y3/2中粒砂-1111粒砂視シルトー9占土 中Ill:

pit 121地山上面 D鱚区 円形 23. 5 29,0 15, 0 2. 5YJ/2中粒砂一細粒砂視シルトー帖土 中Ill: 士鮒註 皿

ー亀

pi9 124 地山上ili D地区 円形 IO.O 13,0 ”° 2,SY3/2傾細粒砂況シルトー帖土 中世

pit l25 地山上面 D地区 楕円形 22. 5 33, 5 22.0 2 5Y3/l極細れ砂視シルト～粘土 14世紀 瓦召 椀
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繁l'l.1111名 昌り検111hi 位置 平Ihj形 棗~Jl("') 胄北U(m) 深さ (a,) 汽 :t 几f nj 棟矧 召 種

pit 125 :I：師社 皿

pil 126地山上而 D地区 円形 10 0 9. o 15 2, 5Y4/2極1i119立砂視シルトー9/a土 13ill•紀

pit 127地山J:ilii D地[~ 円影 14,0 M,O 2 5 2 5 Y 4/2極編位砂札シルトー9/i土 中軋

pit 128地山」：ihi D地区 楕円形 17 0 23.0 2, 0 2.5Y4/1,5中粒砂～極糾111砂i仕シルト～粘上 中II!:

pit l29地山上而 D地区 円形 22 0 24, 0 3.0 2. 5Y3l1極絹119U砂ill.シルト～粘土 中罷

pi1 130亀山Li屈 D地区 円形 IO 0 9. 0 22.0 2. 5Y3/2極1111,1砂iJI.シルトー粘土 中枇 土lili採

pit 131 地山上面 D地区 楕円形 19以上 34.0 4. o 2 5Y311,5中1立砂一細IN砂札シルト～粘J: 中批 弥生土柑；

pit l32 地山上面 D地区 楕円形 31 5 26. 0 29. 0 2. 5YJ/l.5中1U砂～極細It砂iltシルトーIii土 中祉 ttiit; 

pit ↓31地山上而 D地l9. 円形 ↓6.0 14 5 14.0 2.5Y312中粒砂一極船1粒紗枇シルトー粘：L 中il:

pil 13'1 地山」；面 D絢区 惰円形 32以上 28,0 35.0 2、5Y3.5/］創19i砂況シルト～fli土 d,t!!・

pit 135地山上ihi D地区 楕円形 JG o 20 0 13 0 2. 5Y4l1.5極1111ft砂j凡シルト II91l!.. 

pil 136地山」濯li D地区 楕円形 J9 0 lG.O 11.0 2 5Y3. 5/]絡II立砂視シルトー粘土 中I!!:

pit 137 Jll!山上j面 D地IK 円形 8.0 10,0 J2 0 2. 5 YJ. 5/1中位紗iJ1.シルトー粘：t 中 1l!•

pit 1胡地山上iIIi D地区 円形 II 0 ll 0 3,0 2.5Y3 5/1絹119立砂；Itシルトー粘土 中憔

pit J39地UI＿ヒjhi D地区 楕円形 36. D 23.0 13.0 2.5Y3/I 5釧粒砂ill.シルト～粘土 9| 1仙 煩恵岱

piI MO地山＿L面 D地lo. 楕f'I形 12 0 14.0 25 0 2.5Y3/3中粒砂況シルト～粘：t 中龍 土師荘 皿

pit Ul 地山＿1：而 D地区 円形 19 0 19, 0 JO 0 2. 5Y3. 5/2細11砂視シルト～粘土 中匪

pit 142地山」涌i D地lX. 円形 20.0 22 0 20, 5 2. 5Y3. 512細粒砂jJI.シルトー9/i土 中枇

pit l43地山上面 D地区 力形 28 0 38 0 27 0 2. 5Y3 512細粒砂jfじシルト～粘土 中枇

pit lH 地山上而 D地区 円形 20.0 18.0 JS.O 2 SY4/I極細粒砂ii!シルトーtkt 中 11L• 瓦柑 械

」渭i1, 皿

pit J45地山Lifjj D地区 円形 R. D 10 0 20, 0 2. 5Y4/I 5 11111立砂一柘11l19立砂il!シルト～粘上 中恨~

pit 146地山＿tlfii D地19. 惰円形 23 0 17 0 22.0 2.SYJll.5細It砂ii!シルトー粘t 中偲

pil 141地山上面 D地区 楕l'I形 23 0 27.5 20,5 2, 5Y3 5/1紺l粒砂;11シルト～粘土 中枇

pit 148地lUKihi D地区 楕円形 15 0 22. 0 15 0 2,5Yl/l 5飢1粒砂；仕シルト～がi:I: 中1ll.

pit J49地山J:iii D地区 円形 9. 5 10.0 12.0 2 5Y4/I 5細粒砂批シルトーIii土 中枇

pit 150地山上面 D地区 楕円形 14,0 9,0 i.o 2.5Y3. 5/2中粒砂ー11119i砂視シルト～粘上 中枇

pil 151 地山」涌i D地区 方形 18以上 37 0 7 5 2.5Y4/」5細9i砂jJI.シルト 中他 土師t}

pit 152地山J:j!j D地区 円骨； 23.0 22 0 3,0 2. SYJ 5/2訓粒紗況シルト 中 I~ •l•ー師花

pil 153地山上ili DJt区 円形 12. 0 12 0 2.5Y4/2,5,1J粒砂～1111粒砂ijじシルト ,1池 氏t; 帆

土師牒

P9t IS~ 地山上i計 D地区 格円形 H 5 18,0 2.5 2 5Y3l3 1111粒砂～中1M砂iiシルトー9ii:l・・ 中枇 弥生土料

pil 155地山上而 D.Ill!1ヌ． 円影 20 0 21.0 15 0 2 5Y312柘細9U紗iJ!.シルトー粘土 中I!!:

pit 15G 地山」：面 D地区 円形 5. 5 5 5 9 5 2, 5Y3/2柘111l粒砂ii!シルト～粘土 ,,, I!!: 

pll 157 地山上而 D地区 円形 ↓3 5 10, 5以J:. l l, 0 JOY R 2. 5/2極釧粒砂ill.シルトー粘：l．99 中枇

pil 158地山上面 D地,,. 円形 10 5 11.0 H.O 5 YJ 511 fli絹11砂札シルトー帖土 中但

ml 159地山上而 D地区 楕円形 1 4. 5 17 5 2,0 2. SY3.S/］極細粒砂～9卜9立砂視シルトー粘土 中枇

pil 160地山上面 D地区 円形 12,5 13.5 J5,5 2. 5Y3 5/l中9i砂-l111位砂視シルトー粘上 中世

pil 161 飽山上而 D地lス． 円形 16,0 19.0 l3, 0 5Y25/2極削粒砂一柘馴9i紗視シルトー帖J: 中I!!・ 土師む • 
附 •f;

pit J62地山上iii D地1,: 楕円形 24.0 30, 0 26.0 2 5Y3. 5/J極nl9i砂一極111191砂混シルト～粘上 ~'I!!: :I:師t}

pil 163地UI上而 D地区 楕円影 25 0 27 0 27 0 2.5Y3,5/］極n19i砂～極紺9i砂汎シルト～粘土 中ill• 土Hit;

pit 16l 地山上illi D地区 円形 15. 0 15 0 3 5 2, 5Y3,S/I極細粒砂ijiシルト～粘土

pit 165 地山上"i 地区 楕円形 25 0 29以上 31, 0 2 5Y3/l細粒砂illシルトー9I,土 中批 瓦t}

pil 166 地山」こI而 C地区 楕JII形 13 0 12以L 2.5Y3. 511シルトー粘，：L 中世

pil IG7 地山上mi C地区 円形 12.0 12. 0 2. SY3l2極細粒砂況シルトーfii土 中I!!・

pit 1GB 地山上1面 C地区 惰円形ll7 0 13以上 2. 5Y3/l 5極紺IU砂ill.シルト り池・

第6表 西ノ辻遺跡第30次調査遺構一覧表

-41_ 



’"』Illtl
暑I} 検IHIhi 位置 平iIii形 東l'ill(~l 胄北~I"'） 深さ (rn) 攪 j・ 時 ~I 憎 m む 檜

pil l69 地山上而 C地区 楕円形 36 0 38以上 2,5¥.12極細9U砂ii!シルト～粘土 中枇 瓦器 椀

土師1；； Inl 

pi9 j70 辿山上而 Clll![,£ 円形 32.0 27 0 2.5Y3/1.5挿綱9“砂1I!シルト～帖こl: 中槌・

pil 171 地山．l：而 C地区 円形 8, 0 G 0 2, 5Y3/2栢細11砂視シルト～9／i:I: 中批

pit 172 地山」渾i C地区 円形 14.0 13, 0 2.5¥3/2極細粒砂iJ!シルト～粘土 中ill•

pit 173地山上而 C地区 円形 29.0 13以上 2. SY2/l紺l9U砂diシルト～粘土 中世 弥生土t}

pit 174 地山上而 D地区 円形 31. 0 ;o,o lOYR5/5シルトー粘土 中枇

pit 175 地山上而 D地区 円形 ,2.0 40 0 5 Y3, 5/J極細1立砂況シルト～粘上 中泄

pit 176 地山」；而 D地区 円形 28.0 34 0 2.5Y3.5/]極細粒砂札シルトー粘：I 中Ill・ 瓦岱 帆

t帥t; Dl 

pit 177 地山上lIii D地区 円形 ll 0 M,O 2. 5Y412柄細粒砂枇シルト～91，土 中憔

pit 178地山＿1：而 D地区 円形 16, 0 16 5 2.5¥3. 5/3極糾l粒砂ill.シルトーがi土． 中II!:

pil 179地山上由 D地区 円形 72.0 40.0 lOYRヽ11nlU砂汎シルトー粘i: 9 ト 1!!— 瓦岱 H 

土肌i!, 1m 釜

が（息壮

pil 180地山上而 D地L, 楕円形 25以上 22以上 5.0 2 5Y312.5れ1位砂jJI.ti,土 91‘龍

pil 181 地山」こ1!i D地区 円形 20 0 21 0 3.0 2. 5Y312,5利92砂il!t,1にI: 中枇
~ 

pit 182地山上而 C)也区 円形 10.0 28, 5 中趾

pit 183 地lU上1!1i D地区 H形 氾．o 7.5 中枇

井戸 1 地山上爪i B地ll 惰円形 220 0 112以上 ~02.0 7. SYJ/1釧91砂d！シルトー9/i土 151ltl¥:! 瓦化や 甕慣り鉢火令釜

IOY3/I細粒砂枇シルト～粘土 ・lcMi!, llll 釜

1 5Y4/J中9立砂itシルト～帖土 煩恵註

7. 5Y4/1中粒砂況9k.t 凶t} 甕慣り鉢

磁!,, 廿磁椀

瓦 平瓦丸瓦粁平瓦

弥生土船 壺布If

木製品 1111物鎌の柄

金属製品 包T 鎌

石製品 砥石石El

獣1t oo 

井戸 2 地山上ilii B地区 楕l'l形 276, 0 130.0 428, 0 2. SY,1/2 1111～極肩119と砂ii,シルト～れ,';.I: 15世紀 瓦岱 椀播り鉢甕苓火令

2. 5Y3/2 nL一挿船19U砂枇シルト～1/i:I: 土凶む 皿菱

2 5Y3/3 nI一極細Ii砂況シルト～枯J: 煩恵岱 鉢

2. SY4/2極nL～極刷II立砂iltシルトー91iJ:: 出揺

5 Y3/l極fll～極細Ii紗ijtシルトー枯土 土製品 転川Pl板

2 SYJ/1極細9i砂視シルト～9／i:L 弥生上tゃ

5 Y4/1中9立砂il!シルト～tii:L

5 Y4/l極机粒砂jltシルト

5 Y3II極削粒砂illシルトー帖土

IOY3/I fllU砂illシルトー粘土

5 Y4/l判～中9i砂此シルト～9/i：l:

lOY4/j打19U砂i比シルト

井戸 3 地山」；而 C地区 楕P.I形 120 0 102, 0 424.0 14祉紀 瓦各； 椀

土間ii恰 Im 

in.'!!.岱

井戸 4 地山上i面 D地l叉 円形 127 5 “以上 5 Y212り1一極馴9ii1J;況シルト～91；:I: 中憔 瓦花 H 

7 5Y2/1極ftl～利粒砂混シルトー9/i:l:, 須恵岱
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墾9,I椙名 馬サ検lIIIIII 位置 平ili形 貞i'i~1..1 門北~(c,) 深さ (cm) 裡 :l: |l,) 削 種類 沿 積

井戸 4 5 Y2/jシルト～粘土 囚岱

7 SYJ/l細粒砂視シルトー9Alこ

7 5Y2/2シルト～9,り」：

井戸 5 地山上而 D地区 格円形 l 64以．I： 93以上 472 0 2 SYJ/2 lllll立砂i凡シルト 中 11l• 瓦れi 椀慣り鉢

2.5Y4/2肩II粒砂iiもシルトーt，り」・ 土Mil,,

5 Y2/2中～細1立砂視シルトー粘土 由t#

木製品 鎌の糾 IHI物

猷什 亀の'I’

井戸 7 地山上而 C地区 円形 192以上 34以上 2 5Yl/2中～極肩II粒砂jJじシルト 12批紀 瓦岱 椀 Jill 釜償り鉢

2,5Y3/2 •I' ～極肩II粒砂il1 シルト ±Mi!,, JJll 釜

2,5Yi/J莉1一極細粒砂ii!シルト 州t}

5 YJ/1大礫視シルト 瓦 平瓦丸凡 9r平瓦

2. SY4/l <|』～極船l粒砂iJしシルトーt/i_t 弥生：tlr.

石製品 サスカイト 1', •

井戸 6 地山上flti C地区 円形 280以上 JOO以上 2 5Yヽ1/l細粒砂一柘糾l9狂砂iJ!シルト 12\!l•紀

2 5Y,1/2中～柘細Ii砂;11シルト

1 5YR2/2,μ～極細粒砂iじシルト

5 YRJ/1中～極肩119U砂ii(シルト

1 SY R3/2シルトi比糾l～極細粒砂

7 5Y R3/2シルトill中一極刷1立砂

7 5Y R2/2シルト ijt糾1一極悧Iii砂

IOY R4/l船l一柘船19i砂iじシルト

75YR2/2中～拓細IM紗ijしシルト

"Y Ra/2中～柘絹119i砂；ル・ンルト

2 5Y4/1,1し—柘糾19立砂ilutii 」

2.5Y3l3'i’一極細1い砂i1いシルト

2.5Y4/2中一柘細91砂IItシルト

IOY R4/4'I'～極細粒砂ill.シルト

」J廣ぶ 1 地山上lfli C地l9 楕円形 116 0 58, 5 2 4. 5 2 5Y3、5/3糾l粒砂況シルトーIiiこI: 中 I~

溝 1 地山 1:．而 B地区 13叩）1．Iこ ~2 0 17 0 2 5Y312大礫ー中粒砂混シルト l<lfr紀 比岱 H 釜ばり鉢

こ1.fdt; ml S. 

!n!t,・枯 甕

困t:； 甕

磁ti 廿磁椀

弥生．l．ti

溝 2 地山．!:iii B地1;,: ;9, 5 851~」: 6.0 JOY R2/2,大隕ー中91砂il！シルト 中世

トー

溝 3 地山J-iヽi B地lヌ． I IGO.O 32 5 6.5 JOY R,J/Z極細粒紗iJiシルト 中Ill・ -1：師岱

煩忠i,,

溝 4 地山上IIi B」也1, 382 5 242, 5 19. 5 2, 5Y3/3中9U砂～極員119i砂lJiシルト I IヽIt 瓦悩

I糾i悩 谷

flll,, ほり鉢

ぶ 5 地山上Ihi B地11 276 0 52.0 15,0 5 YJ/1中9け砂一極船19irl),iじシルト 中1じ

溝 6 地UI」_lfii C地区 170 0 837以［こ 51 0 JOY R3/J極nl1狂砂ー中粒砂iJ!シルトーI';|ユ 15¥!l;li! 瓦岱 椀配甕襦り鉢火令

|．糾ii, Ill¥ 

須忠料 鉢甕

磁t; w磁H

瓦 ギ瓦
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墾胃遺lllt 員り 検IU而 位置 平ih1形 棗酎llaol 胄北lll~I 深さ (o,) J.'I. 土 峙 I'll 棟知 岱 種

溝 6 弥生土む

溝 7 地山」：而 C地区 161 5以上 34,0 8、O 2. 5Y3/l.5極柑粒砂ー中粒砂il!シルトー粘：t り911!• 土 ~ii!,1 Jill 

凩恵t;

溝 8 地山上而 C地区 270 0 29.0 55 0 2.sv,12.s極柑粒砂一極船1粒砂ill.シルトー9h:I: 中枇 瓦社 帆慣り鉢

上師t; )Ill 

溝 9 地山上面 c辿R 71.0 24 0 2. 5 2 5Y ◄/2,5極fllti砂～極細9i紗汎シルト～粘：t 中1ll.

溝 10 地山上iJii C地区 12G. 0 34,0 12. 0 2.sY3/］,5C S一極細粒砂ii!シルト～粘土 中1ll• 土師t;

須！ぷ沿

溝 ll 地山上而 C地lメ お 0 477以上 7 5 5 Y2. 5/2極網粒砂視シルトー粘土 中低 瓦む 椀火令

土師ti IIJl 

煩恵t; 鉢

磁岱

溝 12 地山上iji C地区 42.5 440.0 18.0 2 5Y3.5/3極1111,2砂iJ!シルト～粘土 中世 瓦硲 州慣 I)鉢甕

こl胤i杓； III 

煩忠岱 鉢

金属製品 紋i名

1, 13 地山」こ1「1i D地lg ~25, 0 190以 k, 90,0 2,5¥3/] 5中9i砂～細粒砂ii!シルトー粘土 l,llt紀 瓦牲 ILLIL甕慣り体釜火合翌

土liliZ:. Jill 憂

須！ut} 鉢

困t; 慣り鉢

磁む 肯磁帆

瓦 平瓦丸瓦軒平瓦

弥生土む

金属製品 飲製品

石製品 石怜サヌカイト 1ヤ

土製品 転9n円板

・、 獣竹

溝 14 他Ut上面 D地区 72.5 45011上 22,0 2.SYJ/2中れ砂一細粒砂りいシルトー帖土 中獣 土師沿

渭 J5 地山J.:Iii D地区 200以上 246以上 8, 5 2. 5Y3. 5/2大礫一極細粒砂札シルトー粘：L 中枇 瓦杓i 椀慣IJ鉢

土簡註 nn 釜

瓦 平瓦

溝 16 地山上而 D地区 22.0 433以」・ 6. 5 2. SYo/2.5極細粒砂視シルト～t／i土 中 I!!• 瓦柑 椀

土約む 皿

須恵t§ 鉢

磁岱 育Ill~

溝 J7 地山上而 D地区 23. 0 79. 5以上 3, 0 2, 5 Y 4/2, 5極1111粒砂；JI.シルト～粘土 中 Ul• 瓦柑｝

＂ 土師t}

1, 18 I也山上面 D地区 324.5以上 128 5以上 2. 5 2 SY3/2 極柑9i砂～紺9立砂視シルト～,~土 中11!: i蘭i召

溝 J9 地山上illi D地区 324.5以上 37 0 8、5 2 5Y3.5/2極柑粒砂～中9i砂視シルトー9/i:l:． 中II!: 土師笞

弥生土岱

i鼻 20 地山上而 D地区 990)1.t 220,0 98.0 2 SY3/2,TI出色fll一紺9i砂況シルト 弥生 弥生土岱 壺甕

5 Y3/lオリープ閃色シルトー9/i土 石N品 石鏃

猷竹

溝 21 地山上而 D地区 210.0 GOO以上 30.0 弥生 石製品 石包丁
~ 

上墳 1 地山上面 A地区 方形 395.0 "6.o 47 0 JOY2. 5/2 •p粒砂～極網Ii砂ill シルトー帖土 14世紀 瓦t; 椀

土師岱 Ill 

須恵湘
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豊"Illt， ●り検IIIi" 位置 平面形 東~,11..1 胄北l<(m) 深さ (a,) 児 l: 時 JIil 積飢 料 種

土塙 I 磁荏 青磁帆

磁荏 白磁椀

囚お IIり体

瓦 平瓦丸瓦

土濱 2 地山上而 A地区 楕円形 GO,O 21 5以上 15 2. 5Y3l2,1,粒砂～極l11111砂if!シルト 中趾

±檀 3 地山上面 B地区 k方形 79. 5 24.0 22.0 5 YJ/1極削粒砂ー中粒砂視シルト焼土を含む 中枇 瓦岱 飩

」；師t; 皿

土塙 4 地山上而 B地区 楕円形 15,0 64 5以上 18 0 2. 5Y3/J 5極り1粒砂～細粒砂枇シルト～粘：I: 中批

土煽 5 地山上iOi B地区 楕円形 79. 0 29以上 4,0 2 5Y3 5/3 中,~砂～極細9t砂況シルトー 9/i」； 中枇 土師器 釜

土凛 6 地山上面 B地区 長方形 43 0 81. 5 6.0 2.5Y4 511.5極利粒砂～網粒砂視シルト 中趾

土塙 7 地山上面 C地区 楕円形 167. 5 60, 5以」，．． 2. 5 2,5Y3/2極細粒砂ii!シルトー粘土 中批 瓦岱 椀

土fili沿 lil 

須恵符 量

弥生土料

土凛 8 地山上I面 C地区 円形 128, 0 U5以上 8,0 2.SY R311 中粒砂一細92砂il!シルトー粘•L 古内 k邸岱 甕

須恵1; り店杯

上荏 製111.:1:岱

土鳴 9 地山上lhi C地区 円形 66.0 49以上 5, 5 2.5YVI肩II粒砂ーシルト 中枇 瓦岱 帆

土鮒佐 ITII 

弥生土t片

土凛 JO 地山上面 C地区 -Ji形 72 5 51 0 5, 5 5 Y4/2極釧粒砂視シルト 中枇

土塙 11 地山上面 C地区 方形 96.0 104, 0 JO, 0 2 5Y4/l ~It.I:砂～中粒砂j凡シルトー粘： I 中枇 瓦芥 椀甕

上師荏 1111 

須恵脱 鉢

弥生土器

±壕 J2 地山上面 C蟻区 楕円形 108以上 25以上 3. 5 2.5Y3/l.5中位砂一極細9t砂iU帖土 '{911!• 瓦花 械 三 足 葦 甕

t師格 ml 釜

，，n恵器 鉢

土臓 JJ 地山上面 D.Ill!区 円形 127 0 121.5 2 5Y3l1.5柘細92砂視シルトー帖J: 中祉 瓦は 帆 OJI IIり鉢

上師岱 lill 

須恵岱

埴輪

土濱 1, 地山上面 D地区 楕円形 48.0 70以上 23.0 IOYR2Il 11!1位砂～極細粒砂iJ!シルトー粘:I: 中枇 弥生土t;

土壕 15 池山上面 D地区 方形 62, 0 80,0 7 0 JOY R 3/2, 5 11111立砂視シルトー粘土 中11!:

土壕 16 地山上iii D旭区 円形 114 5以上 73以上 67 0 2.SY3 5/2極11119i砂視シルト～帖土 弥生 弥生土岱 壺高u:

土壕 l7 地山上面 C地区 方形 100.0 90以上 2、5Y313極蠣粒砂況シルトー粘土 弥生 弥生土む 壺

柁ち込み 1 地山上面 B地区 340 0 460 0 4 8. o JOYR411褐1天色極11119i砂ーシルト 古項～弥生 土p,jjj器 高杯甕

IOYRS/J褐灰色中～細9M砂視シルト 煩恵ii告 応If. 4: 甕

2 SYS/I貧灰色細粒砂況シルト 土荘 製以1：荏

2,5Y5/J貨灰色中一細Ii砂品シルト 韓式系土岱

JOY R4/1褐灰色細9立砂視シルト 弥生土荏 壺甕

石製品 サヌカイト片 石鏃

土製品 上錘

第6表西ノ辻遺跡第30次調査遺構一覧表
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西ノ辻遺跡第30次調査出土遺物観察表

籠告II,
99 長

挿図No 層位 出土盪構 出土11位 樋員 翡璽 法量 胎土 色● 傭 考

I'll版II,
口劃勤面 体畠外iii底畠外面 nII糾直 体畠内面 底固内祠i

001 井戸01 土蒻呂 n 叫! (7.41 0.5..i1下の 5 Y1/J i~ ヨコtデ 不潤覧 ヨコナデ ナデ

• 9 i9目 召店 1.2 2且・（さり 員色

目抜18 霞を含む

002 井戸01 磁呂 行磁H 底往 5,3 N8／灰白色 ヘラケズ ョコナデ 釉の色肩1よ、 JOGY6l1血色

筍9目 1/ 柚の範11111も店台の内外iiiおよび庇棉内面

目!11:18

003 井戸01 磁器 花仮 庇仕 9,4 N81灰白色 糸りJり ヨコナデ ヨコナデ 籍の色lllll、IOGY6l2オリープ灰色

第9図 籍の範冊はlillll外面のみ

Ill低18

邸 井戸OJ 瓦召 情り体 LIil (22 6) 1.. 11下のK 5B5/1 損方向の 左上がり ヨコナテ’ ナデ 内面11佼Hlにより平ilt化

筍9Rl 石を含b 1i灰色 ハケメ のIIケ） スリ廿は スリHの記罷は日1:復屈

lll駁18 6条］ ！l 体陥外面に煤fi消

Ii 

005 井戸01 瓦召 慣り体 劇l(9.9) l..以下の長 JOB G ◄ il ナデ tデ tデ 内外面とも呂表面1よ鷹誡

”9Rl 石を含む 時引灰色 スリ Oil スリHIi逆時叶圃り

8条II~ 

位

006 j|POl Ui恵召 情り体 叫I(JO.SI 0、5..以下の N6／灰色 ョコナテ’ へうケズ ョコナテ’ 楕方t,l9) 叫illlllよ1ヤL|

筍9[jJ R石・開色,~ リ ハケメ＆ スリりの記II!1ik上復税

lll傾18 を含む ヨコナデ 口籍郁内ilfilこ煤付府

11117 ）伊01 日召 憤り体 ロll130 61 2-1..IT)艮 7.5Y4/4 ヨコナデ ヨコナテ’ 不渭E ヨコナデ ョコナデ 賃焼さの痕跡有り

笥9[1 器Pi 89 石• !.I.！色れを にぶい赤色 スリ月ll スリ Uの記眉は目上復似

目仮18 底1l(14.4) 含む 7灸111.

位

008 ）伊01 筋4屑瓦 粁平瓦 I -0.5mmの JOYS/I //i立文

笥9Bl 長li・f船拓 灰色 段I!.66と圃箆、 45と同文

Ill阪18 ・名ll)を含b

009 井戸01 6R品， 石tl 長 12l け岩

～一→ 第 9l~ 巾 62 

I'{. J.9 

010 JtPOI 樟9& 鉄ll 長 18.8

I 
筍9図 Ill 4 6 

はTli20 H 0,8 

011 井戸01 木賢品 猜旺 長径 14,3 ヒ1キ属の一積

第9図 屈程 12.6 

Ill阪2() lり 0.5 
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輯告No
椅 長

揖l!INo層位 出土遺構 出土層位 糧層 翡圃 法量 胎土 色胃 I 考

Ill版No
口劇動漏 体蜀外面 良●外ii口劃耕liii体畠内iii底畠内iii

012 井戸01 木製品 祁〖〖 柑狂 U.8 と）キ員の一積

第9図 LV. 08 

図辰19

013 Jt・戸01 木見甜 祁“ R往 15.3 ヒ／キ属の一積

煎9図 悧1程 151

図版19 IV. 0.7 

OM 井戸01 木製品 包T柄 I< 10.3 マツ属柑縫行東亜属11)-jt

第9OO ,,, J 8 ））龍nli長1如、 111s.2ca、Iりみ0．泊，

目阪20 IV. 2,3 刃椙I±鉄
． 

015 井戸01 木R品 饉柄 町限 8,2 コナう属アカガシ匝日の一M

筍9図 111 28 
l 

目版20 l[ 19 

016 井戸01 木R品 鑓柄 町r-ftl5.B シイ属の一積

筍9目 l | 1 3,0 

目阪20 H 19 

017 井戸02 筍5層 土駈呂 II ulそ (8.2) 〇．5.,以下の 2 SY7!2 ョコナデ 不員9 ヨコナデ ナデ

釘12図 呂店 1.8 長石・名[!)・ 灰責色

図仮21 くさり覆を含

む

018 井p02 第5層 土幼i; li1 U仕 (8.21 0.5..以下の IOYR7/3 ョコナデ 不潤整 ヨコナデ

筍1200 〈さり霞・＄ にぷい貨橙

目版21 阻 R石を含色

b 

019 井戸02 第5層 土舶IiIll u桂 (83) 0.5.,以下の !OYR716 ヨコtデ 不胃竪 ヨコナデ ナデ u8船の歪みがt：しい

筍12H 呂A 2 o （さり覆，冥 貨褐色

図版21 此•長石を含

b 

020 井戸02 閉5111 土勧苔 Ill 口佳 (9.0) 0.5．以下の 10YR7i3 ヨコナデ 不胃蔓 ヨコナデ ナデ

杭l2図 呂lli 21 〈さり覆． Rにぶい費柑

目辰21 石を含t, 色

021 井戸oz 第5層 土傾呂 llll 口lt. 19、3) 1-0.5..。IOYR1/3 ヨコナデ 不渭整 ヨコナデ ナデ UH棉の歪みが＂しい

昂12図 呂jlj 2.4 笞l'l・R石、 にぶい賣柑

目阪21 〇．5.,以下の色

（さり覆を含

b 

022 井戸02 閉l層 土節11Ill 口IfIJ0.2) 〇． 5-以下の 7 5YR8l4 ヨコナデ ユピオサ ヨコナデ ヨコナデ

第12El （さり覆・丼 桟責柑色 工

C)を含t,
I 
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員告No
特 長

揖図No11位 出土遺構 出埠位 禰9l II覆 法量 船土 色 9l • 考

図版llo ロ出糾漏 体親外面 底麟俎 ロ輝内面i体固内面 底畠内面

023 J炉02 第5層 土箇召釜 Llif (279) 0,5日以下の 2.5Y8l3 ヨコナテ＇ ナデ ョコナデ ナデ

第12!ll 即iを含む 淡情色

図~i21

021 J|＃02 第1層 瓦石 椀 Uff (9.8) 1.,以下の/! 5 B5/1―Ii ヨコtテ’ ュピオサ ョコナデ tデ

第12[11 呂/Ii 2,9 {i・〈さり霞 灰色 工

I 
ヘラミガ

を含b キ

025 ）伊佗 訂6り 須應社 はり体 Uif (2-1 6) 1叫1}fll)チ 5 B6l1 fi・ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ ヨコナデ 内面、代1りにより平情

第12Rl ャート、 0.5灰色

~I仮21 匹以下の長じ

・!!！色9iを含

む

026 ）炉02 第6/ll :tN,f, 枷I'll!:!<ff 5.2 N3/0附灰 丸瓦を転Ill

笥12図 YiiI 5.1 色 i_＼面縄〇あり、 l!'lili布廿あり

IJll.'!21 l I,i 2.2 

|璽ii517 

027 )hi03 上樋呂 Ill Liff 8.1 0.5..以下の 1 5 Y 812 ヨコナデ 不潟竪 ヨコナデ ナデ UN棉の歪みが＇しい

第121ll 召Iii 1,6 RUを含む 灰白色

I泄 ~i22

028 II項03 土師む冊 flit. 78 0.5.,以下の JOY RB/2 ヨコナテ’ ユピオサ ヨコナデ tデ 叫糾M)歪みがれ＇しい

屈 121~ じlli 1.6 IH,を含む 灰白色 工

何Pi22

029 ）炉03 土lliliIll uif. 18 4) 0.5..以下の 2 5 Y8/2 ヨコナデ 不員9 3コナテ’ ヨコtデ

名12l打 !iiiを含む 仮l]色

l覗i22

030 ItPO3 土師沿皿I LIii. 115.0I 0.5.. Jl下の 5Y8/2灰 ヨコナデ tt' ヨコナデ ナデ

第121~ お窃 21 長(.i・.'臆I! 白色

を含む

031 1炉03
凡じ ＂ l:lit 10,9 05匹以下，， N5/0灰白 ヨコナデ ユピオサ ヨコナデ ョコtデ ョコナテ’

第 1i~1 ｝妬を含む も 工 債方向の

ヘラミカ・

キ

:. 
03! J炉03 凡召 H uif (12 41 0 ;.,以下IJ) N6/0灰色 ヨコナデ ユピオサ ヨコナデ ヨコナデ tデ伎憤

第1附1 g訂 31 長h・を含b I針U荊］エ 方向のヘ

のヘラミ ラミガキ

ガキ

033 ）印03 凡店 H Ui! 12.~ J -0. 5mの N印0灰色 ヨコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナテ’ tデ ナテ’

第 12~1 Ii/Ii 32 ｝妬・！1.¥色tt 工 損方府1の

図~i22 庇it 3、4 を含む ヘラミガ
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籠告No
特 長

"f111艮
眉位 出土遺構 出土眉位 覆覆 請璽 法量 伯土 色● 胄 考

図版出
ロ尉翻iii体畠外面 底器外面 口劇納iii体畠内面 底蹄内面

033 キ

見込み郎

分に平行

員笥文

034 井戸03 瓦呂 H 叫を 124 l•以下の長 5 B511行 ヨコナデ ユピオサ ュピオサ ヨコナデ ヨコナデ ナデ

男l頌i 呂iii 3.1 石を3b 仄色 工~ 工． 損/ii加の

図版22 へうミガ

キ

035 井戸06.07 土勧呂 llll Cllf. (9 4) I -0.5.,If) 7 5YR5/2 ヨコナデ 不汎覧 ヨコtデ ナテ’ u紺棉内直iの一棉1こ煤1Jれ

l/!12~ 呂莉 1.5 〈さり覆， 0, 灰褐色

図版22 5”以下の長

石を含t,

036 Jt戸11607 土樋器 1Fl □ff (105) 0 5m)I下の 7 5YR8/4 ヨコナデ 不潟覧 ヨコtデ ヨコナテ’

第12111 呂店 1 4 〈さり讚、 3iutl!l色

1,)を含t.,

031 井戸116,01 土師器皿 Clll (10 2) 0、5..以下の 7 SYRB/4 ヨコナデ ュピオサ ヨコtテ’ ナデ

筍12目 •土慣慕 己研 1.5 哄位• R石を 汎貨柑色 工

目版22 01 含tr

038 井p06,07 土節器托 u径 0 5m程度(f) JOYR8/l ナデ ナデ

坑12図 召Pi （さり胄・兵 it貨柑色 ュピオサ

底往 (70) /）を含b 工

039 井戸06.01
瓦召 ＂ 研台it(56) 0 5-以下の 5 B4/1陪 ナデ ョコナデ 損加1の 見込み郎

11112目 R石を含b •Ii灰色 ヘラミガ 分に迅桔

キ 綸状騎文

OlO 井戸06.07 瓦若 椀 窃針任 5,4 l.,i'I.ltlJ)長 5 Bl/I附 ヨコナデ tテ’ 楕方向9) 比込み部 内間の只械!•しい

笏12図 :U・ 石哭を含 和天色 へうミガ 分に平1f

目版22 b キ 籍札陪文

O<IJ J臣06.07 瓦器 村 研台II5.9 0.5匹以下の 5 Bl/¥ lljf tテ’ tデ 情方向(f) ナデ

男12図 Rhを含b ./i灰色 へうミガ 見込み沿

キ 分に格・ー／・

状肘文

1)¥2 1F.06,01 瓦呂 帆 直t.(153) 0 5ml)下の N4/0灰色 ヨコナデ ナデ佼損 横1i伯1の 憤方府の

第12図 長石を含む 後憤方向 方向のヘ ヘラミガ ヘラミカ~

のへうミ ラミガキ キ キ

ガキ

Ol3 Jt戸07 瓦器 IIll IJlt 9.2 0 5.,以1の IOBG5/I ヨコナテ’ ユピオサ ヨコtデ ナデ

第 12[~ 出jlj 19 R石を含し ．が灰色 工 檎方11,1の 見込み訃

図仮23 へうミガ 分にジグ

第7表 西ノ辻遺跡第30次調査出土遺物観察表
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藉告No
特 長

挿l!III,層位 出土遺構 出土層位 種顆 譜覆 法量 島土 色員 ． 考

図届llo
口駅訊置i体親外面 鼠藤外面 口副納薗 体i111内面 凪畠内面

IJ.13 キ ザグ状9)

平行員陪

文

＂，I 井id07 瓦呂 羽釜 口程 (2;,8) 1-0 5.,(f) N7!0灰白 ョコナデ 損方向の 債）神］II) 憤方向の 月上閲1こ如l打り

第l2Rl 長石を含t, 色、 へうケズ ハケj.佼 ハケメ 体船外面に煤付着

目代幻 リ ヨコナデ

・045 井戸07 瓦 ff平凡 町f9RIO,6 05..以下の IOY6/I灰 l.'it;i.文8、的と何文

第12図 I I I 2.8 長{i• iり1月6 色 顎船ヨコナテ‘

1~~23 を3b 平瓦との楼合椙分でM員

~16 J伊03 木製品 ll柄 R 2-6 シイ属の一H

笏12図 l | l 2 4 

目即3 I~ 2.1 

~17 井戸05 木閃，届 ＂柄 I< 17,2 クリ

筍12目 l | 1 2.6 

囚1/(23 IV. l. 4 

. I 048 土償Ol ±邸店 III 田 (7.2) I -0. 5..の
| 

75YRM ヨコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 店紐i麿械t'しい

第l2til 〈さり讚、 0. 1こぶい村色 工

5..以下の長

石・唸,iを含

b 

0-19 土嶋01 瓦ピ 摺I)体 庇仕 lO,4 05..以下の N6／灰色 左上がり ナデ スリ月I± 内rli([)虞誡＂：しい

笥12図 長石・〈さり のハケメ 1条］,r.

目'li23 霞を合し 位

050 上漿01 白苔 眉り体 班it(l 4. o) 5-0.5..(/) 5 YR6l2 ョコtデ ョコナデ ヨコナデ 内面は使）IIにより贋滅し平情

窮128l 長li•II.！色Ii 灰褐色 スリ HIj

を3b S長1息仕

051 i,l)(i 土師苔 m 日it 7 8 0 5m)i下の IOYRB/3 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ナデ

第19且l 出E I 4 代はを含b il貨代色 工

図即l

052 1和111i 土師器皿 IJlt (13.2) 0 5.,)1下の JOY KBil ヨコナテ’ ユピオサ ヨコナデ ナデ 届表面限減"•しい

第19日 岱店 2.0 〈さりll・ 石 仄Hも 工

長を含む

053 情llli 土誦註帆 UIt (14,0) 1-0.5.,r 5 Y8/I灰 ヨコナテ’ ナデ ョコナテ’ ョコナデ 内面に煤1,tれ•

第19目 長石・〈さり 日色

匠を含む

05•I i釈沿 士踊呂皿 口1.f.115, 21 I -0 5..の JOY RS/I ヨコナテ＇ ュピオサ ョコtデ ョコナデ 叫滋祁内面mヶ所に煤1,i莉

笥 19[~ 笞店 ？．4 R石・石皮を 灰白色 工~

合t,

第 7表 西ノ辻遺跡第30次調査出土遺物観察表
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帽告No
特 長

挿11111> 9位 出土●綱 出土層位 覆暴 請璽 法量 胎土 色員 ． 考

園阪No
ロ胴馴遍体畠外面 鼠昴外面 0旺滋 体畠内面 底鼻内iii

055 構oo 磁呂 行磁椀 酎＿r径（4．81 10Y6/l灰 叫転へう 且転へう ヨコナデ ョコナデ 釉の色員は5G6il l/.灰色

笥19図 色 ケズリ ケズリ 釉の競lllliよ体祁外面から問台の1り面及び

図仮24 体屈内面全体

削り出し店台

056 構01 絹應呂甕 口径 (26.4) I -0.5_の JOB GS/I 平行クタ 平行タタ ヨコナデ ナデ

釘l9Cil R石を含b 行灰色 キメ伎ヨ キメ

図仮24 コナデ

トー I 

051 溝01 瓦呂 釜 日II(20.01 1-0,5.,の JOY RS/I ヨatデ ヨコナデ ヨコナテ‘ ヤテ’ 月下面から体開外面1こ煤付清

第19同 R石・チャー 灰白色、

図版2.1 トを含(r

058 構」3 土師器皿 日径 8,6 〇， 5..以下の 5 Y R8l3 ヨコナテ＇ ュピオサ ョコナデ tテ‘ l]籍燐船内面の 1ケ所に煤1,I肩

佑19図 釦店 1.l 長石・ 3位を 淡黄色 工伎ナデ

目版24 含b

059 情13 土緬呂 a 日II (8.6) 〇．5..以下の 5 Y R8/2 ヨコナデ 不員蔓 ヨコナデ ナデ

訂19lll 召-;. I.I 〈さり覆． R仄白色

石を含む

060 溝13 士箇岳 II 口佳 (10.6) 0 5-以下の 7.5YR7/6 ヨコtデ 不胃整 ヨコtデ ナデ

第19図 召ti, 1.3 及石•〈さり 橙色

覆を含t,

lllil 虐13 土箇召凰 口II108 〇． 5.,以下の 7.5YR8/3 ヨコナデ ュピオサ ヨatデ ナデ 呂表面の麿械打・しい

第191ll 呂応 2,1 雲l:)•~u を 没貨柑色 エ役ナデ

目版24 含b

062 構13 闊召 慣り鉢 屈往 (114) 1 ~0,5-If) 2.5Y RS/I ヨコナデ tテ‘ ョコtデ ョコナデ スリりの配胃Ii目上復厄

昂19f/l 只石を合し にぶいり；褐 スリ廿ll 体郁内面は代/Ill：よる鷹誡で平ilt

色 9条l鼠Ii

1163 溝13 土箇註釜 叫f.(270) 1-0.5..9) 5 Y R713 ヨコナデ 横方向の 檜方向の ナデ 月上面から体椛外面、内駕全体に煤f寸着

納19図 R石・石英・ にぶい履色 ヘラケズ ハケメ佼

図l:ii24 :1.1色9iを含b リ ョコtデ

06-i 情13 瓦召 甕 叫!(20.8) 1-0,5..(/) JOB G3/l ョコナデ 平行タタ 内面は麿滅が9しいため員竪j去不り］

筍19図 RE •石英· 睛1i灰色 キメ後1f

目仮24 汎色れを含(; 輪1/)債杉

状"キ｝
’ 

065 構13 瓦呂 火合 口桂 (15.0) 0.5●以下の 5 BG2/I 縦方向の 縦方向の ヨコナデ tデ 1
長石・石英・

孵19図 青閉色 ヘラミガ ヘラミガ
チャートを含

図仮24 b キ キ

066 構l3 瓦 軒平瓦 R存長10.0 段月、 8と何随、 45と何文

第19図 I,.存rll5.0 凸面ナデ

目祓24 凹面鷹械のため不り1

第7表 西ノ辻遺跡第30次調査出土遺物観察表
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籠告No
特 長

揖図贔 層位 出土遺綱 出土層位 種頂 It糧 法量 胎土 色 ● ． 考

図版k
ロ尉馴面 体111外面 底器外面 0輝洲面 体扇内面 II瓢内i!ii

067 構13 上R品 鱈IりhR径 6,9 N3t0騎灰 平瓦を1且n

• 1 
筍19図 彫．径 6,1 色 i通i条狐あり

図栽2.1 lg 2, 3 凹面ナデ

璽II131.7 

068 lりし125 土師社 111l l:lif 8.l 1..以下のく 2.5Y8/3 ヨコナデ 不昂整 ヨコナテ’ ナデ

!¥¥19目 ~~ I 5 さり限・！th、汎貨色

~l!'i25 o.s.,J~ 下の

．｝渇を含む

069 Pitl25 :t邸苔侃I Lll! 8、4 1叫'II[II)＜ 2 5 Y7l3 ヨコナデ 不潟登 ヨコナテ’ 1デ 苔表iii(/)1,滅rしい

第191月 釦莉 l,4 さり讚、 0、5戊貨色

OO記5 .,11下のRh

を含む

070 Plll25 凡店 柑 Uit. (10.3) 0,5,,.以下の N6／灰色 ヨコナデ 4惧竪 ヨコナデ 損方向の tデ

第19図 !;/Ii 2.5 臥1・〈さり へうミガ

RI版25 Rを含b キ

071 r1112s 凡沿 H LI I t (1 6. I) o.s...以下の IOBG511 ョatデ ュピオサ 憤方向の 損方向の

第19[~ R―りを含む h'灰色 工It憤）i へうミガ ヘラミガ

郎nヘラ キ キ

ミガキ

＇ 
ト―

072 PiLl26 凡じ H Llit (13.9) 1-0.s.,の N7i灰じl色 ョコナデ ナデ ヨコナデ ヨコtデ

第19図 j切を含む 慎方向の

ヘラミガ

キ
I 

073 P1l051 土簡侶肌 |＿I It 8, 6 0、5oolH(/) IOY RSI•I ヨコナテ’ 不昌整 ヨコナデ tデ

第19ltl 苔h l,3 ?t l｝・（さ'’ Iげ［位色

湘如5 ＂．を含む

Oil r.1お1 」箇苔 II Uit 8,2 01.,J1下の 7 5 Y R 8I・I ヨコナテ‘ 不』E ヨコナデ tデ [lH氾の歪みが1iしい

第19L~ 召団 1.4 芸I.）•長h•, Iり＇（柑色

|'，1『(％ （さり閉を含

＆ 

075 PiLl03 ±紅召 n IJ[((9.8) I -0 5..の 5YR7il ヨコナデ ナテ’ ヨコtデ ヨコナデ B1涌iの用械"•しい

第19111 Itu、0.5.. にぷい柑色

)"I!)芯llを

含b

076 Pit012 凡届 H I-lit (12.2) 0、5.,以下の IOBGS/1 ヨコナデ ュピオサ ョコ・J-デ ナデ

第191ll R(；を含む I渫色 工~ M1il句の

へうミガキ

第 7表 西ノ辻遺跡第30次調査出土遺物観察表
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禰告No
特 長

挿図II, 層位 出土遺構 出土層位 璽顕 請I 法量 給土 色 '’ 冒 考

図版No
口昌酎外爾 体器外iii露畠外面 口配訥ii体畠内面 鼠畠内面

077 Pit083 瓦器 H U往116.0) 1-0.5..の N6／灰色 ョコナデ ナデ後檎 ヨコナデ ヨコナデ 憤方向1/) 見込み棉 底面にヘラ記号打り

第19図 呂碍 5,5 長石を含む 方["]のヘ へうミガ 分に平行

図ll25 うミガキ キ 員状昭文

078 Pit012 土製品 士錘 残存長 3.9 0.5..以下の 10YR6/3 

第19~ 外佳 11 角閃石• R石 にぶい貸橙

図版25 内It 0.3 を含む 色

重賃 4 3 

079 Pil針9 銭砧 餞竹 外[f. 2.13 歪辺元宝

第19図 郭丸 0.6 

目仮お

園 構20 う紅B 庇往 4.9 o.5mJHの IOYR5/2 屈方向の ナデ 右上がり 左上がり 託船外ililこモミII巖

釘23図 舟閃石•雲似 にぶい負R ヘラミガ のハケメ のハケメ

図版26 を含む 色 キ

081 情20 淋生土呂 底if. 5.0 I ~0,5直の IOY RS/2 ケズリ後 tデ tデ tデ 底椛から体郁下’|,.1こ！！．I班

第四図 舟閃石•長石 にぷい賣Ill 縦方,:]の 上げ底

図仮26 . （さり覆を 色 へうミガ

含b キ

082 溝20 祢生土呂 底if(10.7) 2-0.5..If) IOY R6i3 tデ tテ 器表面の門滅粁しい

男23屈 R6、1..以 1こぶい貨Ill

図傾26 下の角閃石・ 色

裳ll)を含む

083 清20 打酎i呂石鏃 R 5.1 サスカイト

第23図 II l 22 

図阪26 I'{. 0.6 

重It 6,6 

111>1 溝21 息罰召 石包丁 it存!tS.O uiii!1i岩

第23同 1 | 1 3,5 

目板26 H 0.6 

085 沿ち込み 打罰5石鏃 R 59 サスカイト

閉23図 01 巾 15 

目版26 ll 0.5 

重員 41 

086 沿ち込み 土帥器甕 叫!(11.8/ 3 -o.5.,の 7 5YR714 ヨコナデ 縦方(ulの ヨコナデ 損方向If)

筍23図 01 長石・ #11・ にぶい付色 ハケメ へうケズ

／り閃h．・ 〈さ 1) 

り限を含b

第7表 西ノ辻遺跡第30次調査出土遺物観察表
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籟告No
特 長

樗図ぬ 層位 出土遺構 tll土層位 1111 暑冒 法量 馳土 色員 ． 考

図版伽
ll●釦外面 体畠外固i底郁外面 ロ謝内団 体器内面 鼠問内面

1187 ぷち込み 繕式系 平底鉢 □It. (12.9) J -0.5../I) IOYR814 ヨコナデ ヨコナデ

、 • I 
筍23目 01 土呂 R石・石英・ 汲貨0色

チャート・〈

さり霞を含b

088 ii,ら込み 土舶召 店杯 □if. (ll.4) 2-0.S.のR 7.5Y Rl/6 ョコナデ tデ ヨコナデ tテ’ 杯棉と欝椙の接合椙分には櫓状の沿し込

第23[il 01 石、1-0.5暉l柑色 み猟

図l/i26 の:II,）・（さ 阻員なし

り覆を含む
I 

089 沿ち込み ±駈召 店杯 肩if (8.9) 。̀5~0.1..([) 5 Y R1/6 ナデ ナデ :n員なし

窮23図 01 R石・〈さり 橙色 シポリメ

はlli26 讚を含む

I/JO 沿ち込み 員犬系員 2 -0.5..。IOYR713 悧紆メ ナデ 把手は差し込み手法によって器体に以付

第23R| 01 土苔 K6, （さり にぶい貨1!l 9タキ伎 I tる

目1'!26 霞・ '.:iltを含色 tテ 把手は '1•Iり状で、上面に V字形の切り込

む み、下iii先,;11111こ惰りの差し込み1!{2ケ

所有り

091 伶ち込I9 土賢，届 土飩 R 3, ~ 0,5”以下の IOYRS/4 

昂23Ri 01 外程 0.3 仕6を含む 4:Ill色

内1f o,7 

重筐 1.1 

一l

092 沿ち込み 灼吐t.& ロIf. 17.51 3 -0.5..の JOY R81J ヨコナデ 縦方1向の ヨコナテ’ tデ 体棉内面に1|II,2ロの帖土札のつなさ’且

そ
祝23Rl OJ R6•石尻·〈 没貨割色 ハケメ が用蔚1こみえる

RIり(27 さり讚を含む ナデ

的3 ＇いち込み ら虹召甕 Ult. !22.0) 2 -0.5..11) IOY R4/3 ョコナデ 縦方向の ヨコtデ ナデ E表面の霞械＂しい

第23[i] 01 Ru・ ・岱枇， 1こぷい背掲 ヘラミガ

目版27 i'，閃じを合t, 色 キ

09.1 沿ち込み が生土5壺 cli! 122 6) I -0 5.,の 5 Y R8/4 ヨatデ 債方I~の ナデ ョコtデ ナテ’ ナデ 叫れは懇1こ，'，I＇！班

窮13~1 OJ itkit119 81 即j•〈さり 汲位色 付みH う^ミがキ 召衣iiiの鷹鍼，，しい

同祝27 底it 6, l l't・i.J・英を含 7条l軋

b 位のlllli

,,：籍文2

否、その

下棉1こ層

扁1i1状文

0!)5 沿ち込み 切出沿 が Uif. 22.6 2 -0, 5匹の 7、5YR716 鼻lii名状 憤方向の tテ’ 欄18放状 tデ ナデ 休船RK径部にil,＼既2ケ所

窮231ll 01 呂研 Bl K.u・〈さ I) 柑色 文 へうミガキ 文

団即7 R大if!,,6 開を含む 6l,i崩

底if. 5.8 IU)鼻桔
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韻告No
特 長

揖図No9位 出土遺構 出土層位 樋Ill 畠種 法量 胎土 色員 ． 考

図版No
ll糾 iii体畠外面 底薗外面 口糾訥豆i体舅内面 底器内面

095 直員文9

菊

096 土煽17 が生士5壺 叫f 15.8 2 ~0.5..0) 10YR6/3 ヨコナデ 上前は巖 ナデ ヨコナテ’ 親方向の ナデ 体掃下半に娩J/i.後の酎しjケ所

筍U図 器莉 34.8 角閃石、]- にぶい黄橙 方向のハ ハケメ

図版27 最大往 25.2 0. 5匹の笞似 色 ケメ

底lt 5,8 •長石を含む 下$11縦

方向のヘ

ラミガキ

097 士損07 須應器凸 叫f.(12.8) 〇． 5..以下の 108G6/l ョコナデ lill転ヘラ ヨコナテ’ ヨコナテ’

笏24図 R石を含む 割天色 ケズリ

098 土慣08 土箇呂甕 皿! (18,2) 1-0,5.lfJ長 5 YR6/6 ヨコナテ＇ 左上がり 損方阿IJ) tデ 呂表面の鷹械柑しい

筍24図 U •くさり覆•/1J 柑包 のハケメ ハケメ

閃石を含む

099 土煽16 術tiE壺 叫そ (173) 1-0.5匹の JOYR6/3 ヨコナデ ョコナテ’ 呂拓籠鷹械のため調整法不＂

筋24[~ 角 1刈石•長石 にぶい貨柑 篇状文 ナデ

oo仮27 ，笞lサを含む色

100 士攘16 祢生土呂姓 底lt 8,0 2 ~0.5皿の IOYR6/3 tデ？ ナデ 呂及面の鷹誡のため潟覧法不り1

第24厄l /1J 閃石•長じ にぶい黄屈

・箕位を含む 色

101 9層 土師径 111 叫f 6,9 0. 5..以下の 5 YR7/6 ヨコナデ 不肩蔓 ヨコナテ’ tデ

筍24図 器窃 l、3 長石・〈さり 柑色

図板28 畏を含む

J02 9層 土節呂皿 叫l 8.1 0.5mの長石 7 5YR8/•I ョコナデ 不調覧 ョコナデ tデ 日紺船と底郎の境HIこ枯土紐のつなき:s

坑24目 器研 12 ・（さり限を 桟黄履色 あり

図祓岱 含む

103 9層 土師召皿 叫t. 1.9 1匹以下の長 2,5Y8/I ョコナデ 不潤整 ョコナデ tデ

第24日 器高 1.0 石・石英を含 灰白色

図版岱 む

104 9層 土師器 III 日径 8,0 0,5..以下の 5 Y R7/6 ヨatデ 不調覧 ヨコナテ’ ナデ 1J籍祁と底Mの境廿1こ帖土1l1のつなぎ廿

筍2咽 召/Ii 1.2 長石・（さり 柑色 あり

図版28 霞を含tr

105 9層 土師呂皿 日托 8,4 0,5..以下の 2.5Y8/4淡 ョコナデ 不員整 ョコナデ ナテ’

筍24図 器"(;I. 1.5 長石を含む 黄色

目阪28

I06 91/1 土箇呂 1!1 日lt s.o 0,5..If)長石 5 Y RB/3 ョコナデ 不調整 ョコナテ’ ナテ’

坑24図 器店 l,4 ，箕似を含む 淡橙色

図俎災i
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籍告No
特 長

挿1!)11, 層位 出土遺構 出土9位 糧扇 請種 法量 胎土 色 II 傭 考

図版II,
口鮒訟面 体膨外面 底郁外面 ロ罪内国 体器内面 厩郁内面

107 9層 土師器 Ill 日程 8,! 〇． 5.,以下の 7 5YR8/! ョコナデ 不潟覧 ョコナテ’ ナデ

第24図 器研 j I 長石・（さり iUM沌

図版28 霞を含む

108 9層 土箇荏 1111 日径 8.1 0.5..以下の 7 5YRBI! ヨコナテ’ 不潤墾 ョコtデ ナデ IJI饂の」屯みが粁しい

第2,1図 器莉 1.2 長石・（さり 浅貨位色

図版28 霞・裳批を含

む

109 9層 土箇届皿 LJ[f 9.9 I ~0.5..。1.5YR814 ヨコナデ 不贔整 ヨコナデ ナデ U給内面沿郁に煤1すれ

灼24lll 器窃 1.8 長石• （さり 桟仇位色 底椛〈ほみあり

目版28 限を含む

110 9層 土帥器 1Ill L I径 13.8 l -0,5.,の JOY RB/3 ヨコtテ’ 不渭整 ヨコナデ ナデ

第24目 呂窃 2.1 くさり限、 U. 桟費橙色

因瓶28 5m)1下の笞

ド）を含む

Ill 9111 須應焙体 Uit. (30.61 5 -0.5nv,fl) 5 B G6/l ヨコナデ ヨコtデ ヨコナテ’ ョコナデ

第241ll 長石•チャ— 汗灰色

図就胡 ト・ 1,I！色位を

含む

112 9層 須恵店凸 u任(13、0) 1-0.s.,の 5 B7/l" ョコナテ’ I~転ヘラ ヨコtデ ナデ

第2.I図 長石』！色ll ./f灰色 ケズリ

を含tr
I 

113 9層 須應呂 1直がり 脚it.(I0,3) 0,5..以下の 5 B7i!IJJ ヨコナデ ヨコナデ 脚煎の近しは台形ルで3方前l

煎24図 長石を含b 初＇灰色

l l4 9層 "｛土5 05..以下の JORS/2灰 縄鳶文沈 ナデ

祁24R| 長石れを含b 赤色 籟

115 近1!!:溝 1/l綸 隈川綸 1-0,5四 IJ) 2.5YR6l6 左」：がり ナデ 須應l'i

笏24目 長6・!.I！色9i柑色 (/)ハケメ

を含む 後ヨコナ

テ’

四L近し

116 9層 凡 EIIl|［1板長if 6,2 2 -0,5暉 il) 5YU/l 瓦9雌l

笥24[~ 展径 5,8 k石·冥j~' 灰色

1,； 1.9 チャートを含

直lo88, 9 む

117 9層 土製品 土籍 長 !.O 1-0,5..If) lOY RB/2 土箇項

術21回 外任 1.0 （さり覆•長 灰白色
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輯告k
特 長

揮図No 11位 出土遺構 出土層位 種II 繕種 法量 胎土 色 冒 I 考

lilli伽 ＂積外 葦体動iii皇郁外面 口旧皇隕iili体Ill内面 皇畠内iii

図傾28 内径 0,3 石を含b

重量 4.2 

118 9層 土製品 土饉 長 3.6 I -0.5“の JOY R8t3 土鰤買

笥れ図 外程 l,l5 （さり111．及 浅黄橙色

図版28 内程 0.25 石を含b

重1 4.3 

119 9層 籟員品 餞貨 外径 2.15 袢符元宝

第以図 粒~ 0,6 

図翫28

120 9層 ＂！石8石包T 残存長 6.7 粘板岩

第25図 I I l 3,5 

図翫氾 厚 0.8 

121 近世溝 打雙石呂 石Ill n存長 3.0 サスカイト

第お図 りl 1.2 原●面がnっている

図版沈 厚 0.5 

重量 1.9 

122 9層 "961i 石● n存It3.4 サ9カイト

第25図 111 1.1 

図仮28 厚 0.5 

重量 1.8 

123 近世構 打員石呂 石饂 n存長 2,4 サスカイト

lfl25図 巾 1.7 

図ほ28 昂 o.i 

重量 1.6 

l24 不明 打員68石槍 残存長3.2 サスカイト

第251ll I↑I 2.3 

図版狐 厚 1.0 

重量 6.5 
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図 版



遺
構

I.近代以降の段に伴う抗列検出状況（西より）

:1';/I 

士

2.北墜束端部分断面



図
版
2

辿
構

(， i -l l 
I.近世逍構検出状況（南より）

2.・近世：溝検出状況（西より）



i¥ 

l. II泄から占邸ilt、『代逍朴＇；検 I:I-｝状況（西より）

図
版

3

迪

構

2.中世から古抑片代叫攣出状況（調査IX:直 より部分）



図
版
4

遺
樅

l. I:hiIl：から古灯'ti財代辿ti'＇『検 IIi状況（，淵柾区中央より部分）

2, I―I1 •W：から古墳l関代辿柑；検出状況（訊在l区束より部分）



図
版

5

遺
構

I.井戸 1束辿断ihi

2.井戸 1検出状況
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版
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遺
構
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I.井戸 4辿物出土状況
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2.井戸 5束西断面



図
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遺
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I.井戸 5立割状況（南束方向）
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2.井戸 2立割状況（東西方向）
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2. こし几匁 Iト分11 iik •i兄（ r{,J より）



遺
構

I.土城募 1•井戸 6. 井戸 7 検出状況（南より）

2.土城墓 1人骨出土状況



図
版

1
0
辿
構

I. I :.I//い'£ l人骨／1,11：状況



図
版

11

迫
構

l. pit6 I根石検出状況

2. pit26根石検出状況



図
版

12

遺
構

• I 

T
 

I 
2. pit69立割状況



図
版

13

遺
構

I.弥生時代辿構検出状況（西より）

2.溝20・溝21検出状況（南より）



図
版

14

辿
構

l t附20.i1閤21検II-I状況（南よ

2. f1W2lt令Ili 4.k t兄(Ti’1よ： V)） 



図
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逍
構ヽ

1.溝20検出状況（南より）

2.溝20東西断面



図
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遺
構

I.落ち込み］検出状況（南より）

2.落ち込み l土器出土状況



遺
構

I.落ち込み l土樅出上状況

2.土以賛17土俗出土状況
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